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1 計画策定の趣旨 

本市の目指すべき将来像である｢住みよいまち 訪れてよいまち 笠間 ～みん

なで創る 文化交流都市～｣の実現に向けて、｢基本構想｣及び｢後期基本計画｣に掲

げた政策や施策との整合を図りながら、各種事務事業をどのように実施していく

かを明らかにし、もって予算編成及び事務事業の執行の指針とするため策定する

ものです。 

 

2 計画の構成と期間 

構成：事務事業計画及び財政計画で構成します。 

期間：平成 26 年度から平成 28 年度までの 3年間とします。 

      ※社会情勢変化への対応や直近の財政状況の考慮、さらには行政評価結

果を反映していくため、毎年度見直しを行います。 

 

3 計画の対象事務事業 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業性質 対象の別 

政策的事業 政策的な事業 対象 

建設・整備事業 予算上、投資的経費に区分される、公共施設の建設・整備のための事業。 対象 

計画策定事務 計画やビジョンなど策定にかかる事務。 対象 

義務的事業 
法定受託事務をはじめとする法令などにより、市が実施することを義務

付けられた事務事業。 
※一部対象

維持管理事業 建物や道路・水路・公園などの施設を維持管理するための業務。 ※一部対象

内部管理事務 
直接的な市民サービスを伴わない、内部的・定型的な業務で、その業務

が主たる目的となっているもの。 
※一部対象

【別表】 

実施計画では、上位計画である｢基

本構想｣や｢基本計画｣を計画的に推進

するため、各施策に掲げた目標を達成

する上で特に必要性や貢献度が高い

ものを「主な事務事業」として定め、

すべての事務事業の中から選択し、実

施計画に搭載しています。 

｢主な事務事業｣として位置 

付ける範囲は、右記｢イメ 

ージ図｣及び下記｢別表｣ 

のとおりとします。 

【イメージ図】 

すべての事務事業（約 700 事務事業） 

実施計画（3ヶ年計画／毎年度改訂） 
すべての事務事業の中から 

実施計画対象事務事業として 404 事務事業を選定 
うち主な事務事業として 186 事務事業を搭載 

基本計画 
〔49 施策〕 

〔165 小施策〕 
前期：H19～H23 年度 

後期：H24～H28 年度 

基本 
構想 

〔6政策〕 

H19～28 年度 

※｢義務的事業｣｢維持管理事業｣｢内部管理事務｣についても、施策を推進するうえで特に重要

なものは実施計画搭載の対象とします。 
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4 計画策定の視点 

計画の策定に当たっては、次に掲げる５つの視点に基づき実施します。 

 

（1）基本構想及び基本計画に即した計画 

  ｢基本構想｣及び｢基本計画｣に定めたまちづくりの方向性を踏襲し、後期基

本計画に定めた各施策目標の達成に向けた事務事業を推進します。 

 

（2）後期基本計画期間の重点視点に対応した計画 

     後期基本計画に掲げた｢健康都市づくり｣｢防災力向上｣｢地域の活性化｣の 3

つの視点を踏まえ、諸課題解決に向けて政策を横断した一体的な取り組みを

実践します。 

 

 
〔後期基本計画期間の重点視点〕 

 

市民の健康は、すべての基礎となるものである。人の健康は、様々な要因が複

雑に絡みあって影響しており、身体的・精神的・社会的健康水準を高めるために

は、都市のいろいろな条件を整える必要があります。 

｢健康都市かさま｣宣言のもと、様々な活動領域の方々が関わる｢健康をテーマ｣

とした｢市民総ぐるみ運動｣を展開し、「健康都市かさま｣の実現を目指します。 

健 康 都 市 づくり  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安全社会は、市民生活の基盤となるものであり、東日本大震災からの復旧・

復興と改善に向け、迅速（初期的）かつ継続的（中長期的）な取り組みが求め

られています。市民の生命と財産を守るため、東日本大震災を教訓とし、災害

対応力の向上を図り｢災害に強いまち｣の実現を目指します。 

防 災 力 向 上  

 

 

 

 

 

 

 

 

地域社会においては、環境保護、高齢者等の介護、さらには、子育て支援、

まちづくり、観光等に至るまで、多種多様な社会課題が顕在化しています。こ

れらの課題を解決するため市民との連携と協働により、様々な分野にわたり総

合性かつ先端性を意識した施策を展開し、笠間市の個性溢れる魅力を高め定住

したくなる｢住みよいまち｣の実現を目指します。 

地 域 の活 性 化  
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（3）社会経済情勢へ対応した計画 

     人口減少・少子高齢社会の進展、深刻化する環境問題、さらには、日本経

済の再生を目指した日本再興戦略-JAPAN is BACK-、経済財政運営と改革の基

本方針が閣議決定されるなど日々変化する社会経済情勢に柔軟に対応するた

め、その動向を注視し、緊急に実施しなければならないもの、法・制度整備

等により実施しなければならないもの、諸課題の解決につながるもの、市民

ニーズを的確に捉えたものなど真に必要な事務事業を推進します。 

 

（4）第二次行政改革大綱及び大綱実施計画に連動した計画 

第二次行政改革大綱に定めた「市役所の変革」「市民協働・公民連携の推進」

「財政基盤の確立」の改革方針に基づき、大綱実施計画に定めた実施項目を着

実に推進します。 

 

（5）行政評価制度を活用した計画 

  新規・継続事務事業を問わず、行政評価の観点により目的（対象・意図）・

手段・効果（成果）を意識し、可能な限り指標を設定することで事務事業の

目指すべき姿を明確にします。 

 

5 計画の進行管理 

   計画を確実に推進するため、行政評価（事務事業評価）を活用した計画の進行

管理を行います。また、評価結果が次年度の事業計画や予算へと的確に反映して

いくための仕組みづくりや精度向上に努めます。 
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6 財政推計 

  この財政推計は，国の概算要求の状況や市の３ヶ年実施計画等に基づき試算した

ものです。今後，経済情勢の推移，税制改正の内容，国の予算編成の動向等を踏ま

え，市の財政収支の状況等について検討を加え，財政推計の内容の修正を行い予算

編成作業を進めます。 

                                 （単位：百万円，％） 

歳入合計表 H23 決算 H24 決算
H25 決算

見込み 
H２６ H２７ H２８ 

9,219 8,850 8,892 8,832 8,811 8,804
地方税 

29.7 28.8 29.8 32.8 33.8 35.2

409 387 373 370 370 370
地方譲与税 

1.3 1.3 1.2 1.4 1.4 1.5

697 689 719 1,105 1,267 1,430
地方消費税交付金 

2.2 2.2 2.4 4.1 4.9 5.7

103 31 32 30 30 30
地方特例交付金 

0.3 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1

8,464 7,245 6,941 6,454 6,000 5,850
地方交付税 

27.3 23.5 23.3 24.0 23.0 23.4

233 255 219 249 227 229
分担金・負担金 

0.8 0.8 0.7 0.9 0.9 0.9

339 346 349 319 320 322
使用料及び手数料 

1.1 1.1 1.2 1.2 1.2 1.3

4,226 4,110 4,354 3,373 3,618 3,266
国庫支出金 

13.6 13.4 14.6 12.5 13.9 13.1

2,063 1,790 1,776 1,648 1,640 1,711
県支出金 

6.7 5.8 6.0 6.1 6.3 6.8

2,714 4,224 3,742 2,731 2,590 1,888
地方債 

8.8 13.7 12.6 10.2 9.9 7.5

2,537 2,848 2,405 1,797 1,186 1,139
その他 

8.2 9.3 8.1 6.7 4.6 4.5

歳入合計 31,004 30,775 29,802 26,908 26,059 25,039
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    （単位：百万円，％） 

歳出合計表 H23 決算 H24 決算
H25 決算

見込み 
H２６ H２７ H２８ 

5,680 5,591 5,472 5,325 5,477 5,218
人件費 

19.0 18.6 18.7 19.1 19.7 19.8

4,027 3,789 4,483 4,108 4,074 4,077
物件費 

13.5 12.6 15.3 14.8 14.7 15.5

105 103 100 100 100 100
維持補修費 

0.4 0.3 0.3 0.4 0.4 0.4

4,904 4,882 5,254 5,634 5,967 6,311
扶助費 

16.4 16.3 18.0 20.3 21.5 24.0

2,047 2,117 2,155 2,004 1,988 1,819
補助費 

6.9 7.1 7.4 7.2 7.2 6.9

2,520 4,970 4,389 3,505 3,389 1,842
普通建設事業費 

8.4 16.5 15.0 12.6 12.2 7.0

1,183 653 39 0 0 0
災害復旧費 

4.0 2.2 0.1 0.0 0.0 0.0

2,759 2,810 2,989 3,056 3,016 3,073
公債費 

9.2 9.4 10.3 11.0 10.9 11.7

3,054 1,624 901 448 168 168
積立金 

10.2 5.4 3.1 1.6 0.6 0.6

71 70 68 68 69 69
投資及び出資金貸付金 

0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.3

3,520 3,436 3,383 3,575 3,502 3,630
繰出金等 

11.8 11.4 11.6 12.8 12.6 13.8

歳出合計 29,870 30,045 29,233 27,823 27,750 26,307

差   引 1,134 730 569 ▲ 915 ▲ 1,691 ▲ 1,268

※消費税率変更に伴う地方消費税交付金の増額分は，社会保障費に充てることされて

いるが，詳細が明らかとなっていないことから本推計では扶助費として計上している。 
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7 主な事務事業 

（1）事務事業採択の視点 

現在の地方自治体を取り巻く厳しい情勢に柔軟に対応し、限られた財源の

範囲内で後期基本計画に定めた各施策の目標を達成していくためには、施策

を構成する事務事業の中からより貢献度や有効性・効率性が高いものを選択

していかなければなりません。また、このような状況の中で、市民の実感度

を高め、各種行政活動に対して市民から理解を得ていくためには、どのよう

な事務事業が選択されたのか、どのように財源が配分されたのか、どのよう

な成果があったのかなど説明責任を果たしていくことが求められており、行

政の透明性と公平性を一層高めていく必要があります。 

このことから、実施計画へ搭載する主な事務事業の採択に当たっては、次

の 6つの視点により実施しました。 

  【採択の視点】 

①整合性 

｢基本構想｣や｢基本計画｣に即しており、後期基本計画に定めた各施策目

標の達成に向けた計画性の高い事務事業を採択します。 

②重点視点の反映 

後期基本計画の重点視点である｢健康都市づくり｣｢防災力向上｣｢地域の

活性化｣の３つの視点を要素とし、これらの目的の実現を図るうえで効果

（成果）が高い事務事業を採択します。 

③社会経済情勢及び市民ニーズの反映 

社会経済情勢や多様化する市民ニーズに的確に対応するため、必要性・緊

急性が高い事務事業を採択します。 

④事務事業評価結果の反映 

継続事務事業にあっては、実施による効果（成果）をさらに高めるため、

実施方法を改善したものや、一定の効果（成果）が得られており現行どお

り推進していくものなど平成24年度実施事務事業の評価結果を反映した事

務事業を採択します。 

また、新規事務事業にあっては、事前評価の視点に立ち、実施すること

による効果（成果）が高いと想定される事務事業を採択します。 

⑤施策評価結果の反映 

継続事務事業にあっては、施策を構成する事務事業のなかで、各施策目標

達成に向けてより貢献度が高い事務事業を採択します。また、新規事務事業

にあっては、事前評価の視点に立ち、貢献度が高いと想定される事務事業を

採択します。 

  ⑥部の意見等の反映 

    事務事業を直接実施する各部の意見や考えを反映させるため、部内におい

て重要度が高い事務事業を採択します。 
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　　誰もが健康で快適に暮らせる都市環境の整備〔第1章 土地利用・都市基盤〕

H26年度 H27年度 H28年度

1212

岩間駅周辺へのアクセス強化と快適な歩道
空間を創出するため，都市計画道路日吉町
古市線との交差点部付近から国道355号
バイパスまでの幹線道路の整備を推進す
る。
L=680m　W=6.0/20.0m

50,000 65,000 -

ウォーキングできる歩道整備率 60% 100% -

1222

公共交通空白地域の解消や交通弱者の移動
手段を確保し，市民生活の利便性の向上を
図るため，ドア・トゥ・ドアのデマンドタ
クシーを運行する。

50,400 50,200 50,000 企画政策課

平均乗車人数（一日一台当たり） 201人/日 206人/日 210人/日

　　地域産業の振興による健康づくり〔第2章 産業〕

H26年度 H27年度 H28年度

2211

農産物の生産振興，組織化により農業経営
の安定化を図るため，学校給食の食材提供
拡大，地産地消の推進，栽培技術の承継，
農産物の加工など研究・開発を行うため，
アグリビジネスネットワーク協議会を運営
する。

389 389 389

地産地消・笠間グルメ料理教室の開催 ５回 ５回 ５回

都市計画課

目標（活動・成果指標）

健康都市づくりとの関連性 歩道整備による快適な都市環境づくり

健康都市づくりとの関連性 食育の推進による健康づくり

地場農産物振興拡大事業

社会資本整備総合交付金
事業
岩間駅東大通り線（延伸
部）

健康都市づくりとの関連性 高齢者をはじめとする交通弱者弱に対する外出機会の創出

(2) 後期基本計画の重点視点に関する主な事務事業

　   後期基本計画に掲げた｢健康都市づくり｣｢防災力向上｣｢地域の活性化｣の3つの視点に
    関する事務事業について、分野を横断して推進します。
    なお、ここでは各視点に関連する代表的な事務事業を掲載しています。

（単位：千円）

事務事業名 内容
3ヶ年の事業費（予定）

担当課名

（単位：千円）

担当課名内容
3ヶ年の事業費（予定）

事務事業名

デマンド交通システム運
行事業

目標（活動・成果指標）

農政課

目標（活動・成果指標）

 市民の健康は，すべての基礎となるものである。人の健康は，様々な要因が複雑に絡みあっ
て影響しており，身体的・精神的・社会的健康水準を高めるためには，都市のいろいろな条件
を整える必要があります。
｢健康都市かさま｣宣言のもと，様々な活動領域の方々が関わる｢健康をテーマ｣とした｢市民総
ぐるみ運動｣を展開し，「健康都市かさま｣の実現を目指します。

健康都市づくり
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H26年度 H27年度 H28年度

2212

環境負荷の軽減に配慮した環境保全型農業
を推進するため，農業の持つ物質循環機能
を生かし生産性との調和に留意しながら，
土づくりを通じて化学肥料や農薬の使用を
削減する。

63 63 63

堆肥設計の見直し実施者数 70人 80人 90人

2212
地球温暖化防止や生物多様性保全のため環
境保全効果の高い営農活動に取り組む農業
者に対し，経費の一部を助成する。

351 351 351

環境保全型農業の実施面積 60,000㎡ 60,000㎡ 60,000㎡

　　誰もが生き生きと暮らせる健康づくり〔第3章　健康・福祉〕

H26年度 H27年度 H28年度

3112

核家族化，地域の繋がりの希薄化等による
子育てに対する不安感や負担感の軽減を図
るため，各地区の子育て支援センターにお
いて，子育てに関する相談・援助，子育て
関連情報の提供や講習等を行う。

9,220 9,220 10,410

子育て支援センターの年間延利用者数 28,000人 28,000人 28,000人

3211

健康都市かさまの実現に向けて，健康都市
づくり運動の意義や生活習慣病の予防につ
ながる健康体操，食生活の改善策など，市
民の健康に対する意識を高める啓発活動を
実施する。

1,584 1,584 1,584

健康都市講座実施回数 ５回 ５回 ５回

3211

様々な経験を通じて「食」に関する知識と
「食」を選択する力を習得し，健全な食生
活を実践することができる市民を増やすた
め，健康教育や各種料理教室などを実施す
る。

1,451 1,451 1,451

親子料理教室実施回数 １７回 １７回 １７回

3212
生活習慣病を予防するため，健康教育，健
康相談，健康体操，栄養指導などを展開す
る。

1,112 1,112 1,112

健康相談実施件数 1000件 1000件 1000件目標（活動・成果指標）

健康都市づくりとの関連性 健康教育や健康体操、栄養指導などによる生活習慣予防対策

目標（活動・成果指標）

健康都市づくりとの関連性 健康教育及び各種料理教室の実施による食育の推進

地域の健康づくり事業

目標（活動・成果指標）

健康都市づくりとの関連性 健康意識高揚による自発的健康づくりの促進

健康づくり推進事業

（単位：千円）

担当課名

（単位：千円）

事務事業名 内容
3ヶ年の事業費（予定）

担当課名

農政課

目標（活動・成果指標）

健康都市づくりとの関連性 子育て支援による乳幼児の健康づくり

地域子育て支援拠点事業

健康都市づくりとの関連性 環境保全型農業の推進による環境負荷の軽減及び快適な生活環境の整備

土づくり運動推進事業

目標（活動・成果指標）

健康増進課

健康増進課

子ども福祉課

健康増進課

健康都市づくり事業

環境保全型農業直接支援
対策事業

農政課

目標（活動・成果指標）

健康都市づくりとの関連性 環境保全型農業の推進による環境負荷の軽減及び快適な生活環境の整備

事務事業名 内容
3ヶ年の事業費（予定）
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H26年度 H27年度 H28年度

3214

市民が安心して暮らせる地域社会を構築す
るため，市立病院，医師会，薬剤師会，県
立中央病院が連携し，市立病院において初
期救急診療を実施する。

18,000 17,000 16,000

初期救急診療日数 298日 296日 297日

3321

被保険者が要介護状態又は要支援状態とな
ることを予防するとともに，要介護状態等
となった場合においても，可能な限り，地
域において自立した日常生活を営むことが
できるよう，介護予防事業，包括的支援事
業，その他の地域支援事業等により，相談
支援を充実する。

6,900 7,000 7,100

相談者数 １,１00人 １,200人 １,200人

3323

高齢化進む中，要介護状態にならないよう
にするため，介護のリスクが高い（転倒・
口腔機能の低下・低栄養等）方を，生活機
能評価にて選別し，介護予防教室やスクエ
アステップ教室など介護予防を行う。

18,000 19,000 21,000

介護予防自主活動実施回数 2,000回 2,050回 2,100回

　　誰もが健康で快適に暮らせる生活環境の整備〔第4章　生活環境〕

H26年度 H27年度 H28年度

4232
地域の防犯活動の普及・推進を図るため，
防犯連絡員を中心に，防犯パトロールや児
童の見守りなどを実施する。

2,167 2,167 2,167

犯罪率（人口1,000人あたりの刑法犯認知件数） 12件 1.2件 1.2件

4311

環境負荷の少ない資源・エネルギーの有効
利用を図り，環境にやさしいまちづくりを
推進するため，住宅用太陽光発電システム
及び住宅用エコキュート設置者に費用の一
部を助成する。

50,200 50,200 50,200

補助による太陽光発電設置件数 250件 250件 250件

4312

生活環境の保全と安心・安全なまちづくり
のために，管理不全な状態の空き家への行
政指導を行い，老朽し危険な空き家の解体
に対し補助金を交付する。

3,000 3,000 3,000

指導件数 100件 100件 100件

防犯体制の強化による安心

自然エネルギー活用助成
事業

目 標 （ 活 動 ・ 成 果 指 標 ）

健康都市づくりとの関連性 自然エネルギーの利用促進による環境負荷の軽減及び快適な生活環境の整備

健康都市づくりとの関連性

空き家等の適正管理事業

目 標 （ 活 動 ・ 成 果 指 標 ）

空き家等の適正管理による安心・安全な生活環境の整備

介護予防支援事業

目標（活動・成果指標）

健康都市づくりとの関連性 介護予防運動の普及啓発による生き生きと暮らせる地域づくり

目標（活動・成果指標）

健康都市づくりとの関連性 予防・支援体制の充実による生き生きと暮らせる地域づくり

平日夜間・日曜初期救急
診療の推進

目標（活動・成果指標）

健康都市づくりとの関連性 初期救急診療の実施による安心できる医療の確保

包括的支援事業

事務事業名 内容
3ヶ年の事業費（予定）

担当課名

防犯活動推進事業

目 標 （ 活 動 ・ 成 果 指 標 ）

健康都市づくりとの関連性

市民活動課

高齢福祉課

高齢福祉課

経営管理課

（単位：千円）

担当課名

（単位：千円）

環境保全課

環境保全課

事務事業名 内容
3ヶ年の事業費（予定）
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　　誰もが健康で生き生きと学べる教育環境の整備〔第5章　教育・文化〕

H26年度 H27年度 H28年度

5211

市民に様々な学習機会を提供し，知識の向
上，健康増進など生活文化の振興を図るた
め，趣味，教養，運動等多岐にわたる講座
を企画し実施する。

2,812 2,812 2,812

講座数 42講座 42講座 42講座

5212

市民の生活に必要な様々な資料や情報を収
集して提供し，情報を発信するとともに，
各種講座やギャラリーなどを利用した学習
機会を提供して，市民の教養・調査研究・
レクリエーション等に資する。

56,785 56,785 58,045

資料貸出冊・点数 1,351千冊・点 1,351千冊・点 1,351千冊・点

5223

市民の体力向上と健康増進や市のイメージ
アップを図るため，市内外から多くの市民
ランナーを募集し，マラソン大会を行う。
平成２５年度から公認コースによる公認競
技会としてハーフマラソンを実施する。

7,685 7,685 7,685

参加者数 6,000人 6,000人 6,000人

　　市民協働による健康都市づくり〔第6章　自治・協働〕

H26年度 H27年度 H28年度

6211
協働のまちづくり推進事
業

「笠間市協働のまちづくり推進指針」に基
づく市民と行政の連携と協働によるまちづ
くりを推進するため，市民と職員合同の講
演会や市への提言ワークショップ等を開催
する。

136 136 136

講演会等の年間参加者数 180人 180人 180人

6312

市民と行政が互いに情報を共有し，協働の
まちづくりを推進するため，広報紙を発行
し，行政情報や生活情報などのさまざまな
情報を市民にわかりやすくかつ迅速に提供
する。

7,423 7,423 7,423

広報誌発行回数 12回 12回 12回

図書館サービス事業

学習機会の提供による健康で生き生きと学べる生涯学習環境の整備

定期・短期講座開設事業

目 標 （ 活 動 ・ 成 果 指 標 ）

健康都市づくりとの関連性

広報紙発行事業

目 標 （ 活 動 ・ 成 果 指 標 ）

健康都市づくりとの関連性 広報体制強化による健康都市づくり関連情報の提供

健康都市づくりとの関連性

事務事業名 内容

目 標 （ 活 動 ・ 成 果 指 標 ）

健康都市づくりとの関連性

かさま陶芸の里ハーフマ
ラソン大会事業

目 標 （ 活 動 ・ 成 果 指 標 ）

健康増進

学習機会の提供による健康で生き生きと学べる生涯学習環境の整備

3ヶ年の事業費（予定）

担当課名

スポーツ振興課

事務事業名 内容
3ヶ年の事業費（予定）

市民活動課

目 標 （ 活 動 ・ 成 果 指 標 ）

笠間公民館
友部公民館
岩間公民館

笠間図書館
友部図書館
岩間図書館

担当課名

（単位：千円）

（単位：千円）

健康都市づくりとの関連性 市民協働による健康都市かさまへのまちづくり

秘書課
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H26年度 H27年度 H28年度

6312
ホームページ作成・更新
事業

行政情報や市の魅力・観光情報，さらには
防災情報など様々な情報を市内外に発信す
るため，見やすくわかりやすいホームペー
ジを作成し，情報を提供する。

2,122 2,122 2,122

トップページアクセス件数 1,233,000件 1,233,000件 1,233,000件

6313 広聴業務

市民の意見・提案を的確に把握し，市政に
反映するため，市政懇談会や電子メール・
意見箱等を活用し，市民の意見・提案の収
集を行う。

55 55 55

市政懇談会開催数 14回 14回 14回

秘書課

目 標 （ 活 動 ・ 成 果 指 標 ）

健康都市づくりとの関連性 広報体制強化による健康都市づくり関連情報の提供

秘書課

目 標 （ 活 動 ・ 成 果 指 標 ）

健康都市づくりとの関連性 広聴体制充実による健康都市づくりに関する市民意見の反映

（単位：千円）

事務事業名 内容
3ヶ年の事業費（予定）

担当課名
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　　災害に強い都市環境の整備〔第1章 土地利用・都市基盤〕

H26年度 H27年度 H28年度

1212
幹線道路整備事業
来栖本戸線

国道５０号の渋滞緩和と北関東自動車道笠
間西ICへのアクセスを強化するため，新市
の東西軸の形成を図る幹線道路の整備を推
進する。

　L=3,200m
　W=6.0/10.0m

51,500 103,000 133,900

整備進捗率 54% 63% 74%

1212
幹線道路整備事業
笠間小原線

笠間地区から友部駅北口へのアクセス向上
を図るための幹線道路整備を推進する。

　L=2,300ｍ
　W=6.0/10.0ｍ

80,000 80,000 80,000

整備進捗率 70% 81% 92%

1212
防災・安全社会資本整備
交付金事業
(友)１級５号線

地域間のアクセス向上や水戸市内原駅との
連結道路整備を推進する。
道路改良工事（小原地区）

　L=1,480m
　W=6.0/10.0m

60,000 - -

整備進捗率 100% - -

1212
防災・安全社会資本整備
交付金事業
(友)２級５号線

県道水戸岩間線と県道友部内原線を結ぶ幹
線道路で，病院利用者や通勤通学の安全を
確保するための整備を推進する。
道路改良工事（鯉淵・随分附・湯崎・長兎
路地区）

　L=2,700m
　W=6.0/10.0m

100,000 70,000 70,000

整備進捗率 40% 55% 70%

内容
3ヶ年の事業費（予定）

事務事業名

（単位：千円）

担当課名

目標（活動・成果指標）

防災力向上との関連性 幹線道路網形成による災害に強い都市基盤の整備

目標（活動・成果指標）

建設課

建設課

建設課

幹線道路網形成による災害に強い都市基盤の整備

目標（活動・成果指標）

防災力向上との関連性 幹線道路網形成による災害に強い都市基盤の整備

防災力向上との関連性

目標（活動・成果指標）

幹線道路網形成による災害に強い都市基盤の整備

防災力向上との関連性

建設課

 安全社会は、市民生活の基盤となるものであり、東日本大震災からの復旧・復興と改善に向
け、迅速（初期的）かつ継続的（中長期的）な取り組みが求められています。市民の生命と財
産を守るため、東日本大震災を教訓とし、災害対応力の向上を図り｢災害に強いまち｣の実現を
目指します。

防災力向上
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　　災害に強い地域福祉づくり〔第3章　健康・福祉〕

H26年度 H27年度 H28年度

3311 民生委員事業

住民福祉の向上と民生・児童委員の識見の
向上を図るため，各種研修会を実施すると
ともに，福祉事務所やその他の関係機関と
緊密な連携を強化する。

11,567 11,567 11,567

地区定例会・研修会の実施回数 12回 12回 12回

　　安心・安全に暮らせる生活環境の整備〔第4章　生活環境〕

H26年度 H27年度 H28年度

4132
笠間地区市街地浸水対策
事業

笠間地区市街地の浸水被害を防止するため
の整備を推進する。
佐白都市下水路整備工事　L=128ｍ
笠間地区排水整備工事　L=277ｍ

20,600 51,500 -

整備進捗率 80% 100% -

4211 防災対策事業

だれもが安心・安全に暮らせるようにする
ため，災害に強い都市機能の整備強化に努
め，地域防災計画に基づき，防災体制を確
立する。また，総合防災訓練や非常用物資
の備蓄等を行い，災害に強いまちづくりを
強力に推進する。

5,000 5,000 5,000

防災無線屋外子局保守点検 83箇所 83箇所 83箇所

4212 自主防災組織育成事業

大規模な災害発生時に「共助」の理念によ
る自主的な防災活動を促進するため，市民
一人ひとりが防災に関する正しい知識と行
動力を見につける地区説明会を行う。ま
た，防災訓練の実施や自主防災組織を結成
する地域の支援として補助金の交付を行
う。

1,000 1,000 1,000

組織結成率 47% 49% 50%

4221
茨城消防救急無線・指令
センター運営協議会事務

大規模災害に備え迅速かつ広域的な応援体
制を図るため，消防救急無線のアナログ方
式からデジタル方式へ移行する。

155,497 154,429 -

茨城消防救急無線整備費負担支出率 70% 100% -

事務事業名 内容
3ヶ年の事業費（予定）

事務事業名 内容
3ヶ年の事業費（予定）

目標（活動・成果指標）

防災力向上との関連性 水災害防止対策による安心・安全に暮らせる生活環境の整備

（単位：千円）

担当課名

目標（活動・成果指標）

防災力向上との関連性 地域の防災体制強化による安心・安全に暮らせる生活環境の整備

目標（活動・成果指標）

防災力向上との関連性 防災体制の確立による災害に強いまちの実現

目標（活動・成果指標）

防災力向上との関連性 防災施設の機能強化による広域応援体制の整備

通信指令課

社会福祉課

総務課

総務課

建設課

（単位：千円）

担当課名

目標（活動・成果指標）

防災力向上との関連性 地域における災害時要援護者支援体制の充実
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H26年度 H27年度 H28年度

4221 防火委員会事務事業

幼年消防クラブによる活動を通して、幼年
期に防火・防災に関する教育を行う。ま
た、婦人防火クラブにより、主婦層の観点
から地域において，火災予防の普及啓発を
行う。

517 517 517

幼年消防クラブ・婦人防火倶楽部結成数 16クラブ・3クラブ 16クラブ・3クラブ 16クラブ・3クラブ

4222
民間救急ボランティア育
成・啓発事業

市の救命率の向上を目的として，応急手当
普及員の育成・指導を行うとともに，資格
取得者に民間救急ボランティア（KHS）
に登録を依頼し，救命講習会等で活動を推
進する。

193 193 193

普通救命講習会の講師としての年間参加回数 40回 40回 40回

　　安心・安全に学べる教育環境の整備〔第5章　教育・文化〕

H26年度 H27年度 H28年度

5124 小学校施設環境改善事業
　笠間市公立学校施設整備事業計画に基づ
き、学校施設の耐震化や老朽改修を実施す
る。

229,320 209,475 -

耐震化率 96% 100% -

5124 中学校施設環境改善事業
　笠間市公立学校施設整備事業計画に基づ
き、学校施設の耐震化及び老朽改修を実施
する。

220,500 - -

耐震化率 100% - -

　　市民協働による災害に強いまちづくり〔第6章　自治・協働〕

H26年度 H27年度 H28年度

6211
協働のまちづくり推進事
業

「笠間市協働のまちづくり推進指針」に基
づく市民と行政の連携と協働によるまちづ
くりを推進するため，市民と職員合同の講
演会や市への提言ワークショップ等を開催
する。

136 136 136

講演会等の年間参加者数 180人 180人 180人

（単位：千円）

事務事業名 内容
3ヶ年の事業費（予定）

担当課名

目標（活動・成果指標）

防災力向上との関連性 施設耐震化等による安心・安全に学べる教育環境を整備

学務課

目標（活動・成果指標）

防災力向上との関連性 施設耐震化等による安心・安全に学べる教育環境を整備

学務課

（単位：千円）

目標（活動・成果指標）

防災力向上との関連性 防災意識の高揚による安心・安全に暮らせる生活環境の整備

警防課

目標（活動・成果指標）

防災力向上との関連性 防災意識の高揚による安心・安全に暮らせる生活環境の整備

警防課

（単位：千円）

事務事業名 内容
3ヶ年の事業費（予定）

担当課名

市民活動課

目標（活動・成果指標）

防災力向上との関連性 市民協働による災害に強いまちづくり

3ヶ年の事業費（予定）
担当課名事務事業名 内容
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H26年度 H27年度 H28年度

6312
ホームページ作成・更新
事業

行政情報や市の魅力・観光情報，さらには
防災情報など様々な情報を市内外に発信す
るため，見やすくわかりやすいホームペー
ジを作成し，情報を提供する。

2,122 2,122 2,122

トップページアクセス件数 1,233,000件 1,233,000件 1,233,000件

6313 広聴業務

市民の意見・提案を的確に把握し，市政に
反映するため，市政懇談会や電子メール・
意見箱等を活用し，市民の意見・提案の収
集を行う。

55 55 55

市政懇談会開催数 14回 14回 14回目標（活動・成果指標）

防災力向上との関連性 広聴体制充実による防災に関する市民意見の反映

秘書課

秘書課

目標（活動・成果指標）

防災力向上との関連性 広報体制強化による各種防災情報の提供

（単位：千円）

事務事業名 内容
3ヶ年の事業費（予定）

担当課名
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　　賑わいのある都市環境の整備〔第1章 土地利用・都市基盤〕

H2６年度 H2７年度 H2８年度

1112
畜産試験場跡地利活用促
進事業

畜産試験場跡地の利活用を促進するため，
雨水排水整備実施のための調整を行うと共
に，各種情報の収集や県外関係機関と協議
を実施し，利活用の方法を検討する。

300 300 100

関係団体との利活用検討協議回数 24回 24回 24回

1121
笠間稲荷門前通り整備推
進事業

観光拠点である笠間稲荷神社の門前通りに
賑わいを創出するため，歩行者に優しく景
観に配慮した道路整備を推進する。

95,000 94,000 1,000

道路改修整備 160ｍ 160ｍ -

1121
笠間稲荷周辺まちづくり
推進事業

笠間稲荷周辺の活性化を図るため，笠間へ
の観光客の宿泊や食の提供を担い，古くか
ら観光笠間の顔であった大型宿泊施設の再
生と日動美術館や大石邸跡など歴史文化の
拠点の整備を推進する。

234,000 78,000 3,000

周辺散策路の整備面積 3,720㎡ 3,720㎡ 3,720㎡

1122 市街地活性化推進事業

市街地活性化推進の柱のひとつである，笠
間市駅周辺整備活性化プランに基づき，駅
周辺を中心とした地域の賑わいを創出し活
性化を図るため，各地域の特性を生かした
まちづくりを推進する。

10,404 4,204 104

整備地区 3地区 3地区 ２地区

企画政策課

観光交流拠点整備による地域の活性化

目標（活動・成果指標）

地域の活性化との関連性 観光交流拠点整備による地域の活性化

まちづくり推進課

まちづくり推進課

地域の活性化との関連性

目標（活動・成果指標）

内容
3ヶ年の事業費（予定）

事務事業名

目標（活動・成果指標）

地域の活性化との関連性

（単位：千円）

担当課名

大規模公有地の有効活用による地域の活性化

企画政策課

地域の活性化との関連性

目標（活動・成果指標）

地区生活拠点、観光拠点整備による市街地の活性化

 地域社会においては、環境保護、高齢者等の介護、さらには、子育て支援、まちづくり、観
光等に至るまで、多種多様な社会課題が顕在化しています。これらの課題を解決するため市民
との連携と協働により、様々な分野にわたり総合性かつ先端性を意識した施策を展開し、笠間
市の個性溢れる魅力を高め定住したくなる｢住みよいまち｣の実現を目指します。

地域の活性化
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　　地域の特性を生かした産業振興〔第2章 産業〕

H2６年度 H2７年度 H2８年度

2112 地域おこし協力隊事業

都市部に在住する意欲ある人材を受け入
れ，産業振興による地域活性化を目標とし
た地域おこし活動に従事し，地域力の維
持・強化につながるような起爆剤となるこ
とを目指す。

22,000 30,000 26,000

地域おこし協力隊員数 5人 7人 7人

2123
（仮称）観光交流セン
ター「石の百年館」運営
事業

稲田みかげ石の発祥の地である稲田駅に，
貴重なこぶ出しの外壁を活用した石の資料
館として「観光交流センター」を活用し，
駅周辺の活性化を図る。

2,000 2,000 2,000

年間来訪者数 6,000人 6,000人 6,000人

2211 地場農産物PR事業

「笠間ブランド」の確立や「地産地消」な
ど，本市の特性・優位性を活かした農業の
振興を積極的に推進するため，ブランド農
産品の推進や地場農産物の広報宣伝活動を
実施する。

2,603 2,603 2,603

イベントへの参加回数 15回 15回 15回

2211
笠間市農産品ブランド化
推進運営事業

地域農業・産業の活性化及び発展を図るた
め，市内で生産される安全・安心な優れた
農産品を，消費者に支持・信頼される「ブ
ランド農産品」として認証する。

- - -

「かさまの粋」認証品数 40品 42品 44品

2211 食と農のチャレンジ事業

高品質化による収益拡大や，アグリビジネ
スの推進を図るため，農業者以外の意見を
取り入れながら，農業者や農業関係者が主
体となって展開する「いばらき農業元気
アップ作戦」を通じた企画提案による創意
工夫ある新たな取組みを支援する。

2,103 2,103 2,103

高付加価値栗出荷量 １２ｔ １２ｔ １２ｔ

2221

グリーンツーリズム推進
事業
（二地域居住者活動支援
事業）

地域活性化及びグリーンツーリズムの推進
を図るため，本市に愛着をもち二地域居住
を実践する方の知的ノウハウを活かした地
域貢献ボランティア等を実施する。

33 33 33

二地域居住者 15人 15人 15人

農政課

農政課

農政課

農政課

地域の活性化との関連性 都市農村交流による地域の活性化

目標（活動・成果指標）

地域の活性化との関連性 アグリビジネス推進による地域の活性化

地域の活性化との関連性 ブランド農産品の確立による地域の活性化

目標（活動・成果指標）

商工観光課

目標（活動・成果指標）

地域の活性化との関連性 観光拠点整備による市街地の活性化

目標（活動・成果指標）

｢笠間ブランド｣確立及び｢地産地消｣による地域の活性化

目標（活動・成果指標）

目標（活動・成果指標）

地域の活性化との関連性 外部人材受入による地域の活性化

地域の活性化との関連性

（単位：千円）

事務事業名 内容
3ヶ年の事業費（予定）

担当課名

まちづくり推進課
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H2６年度 H2７年度 H2８年度

2315 笠間いなり寿司推進事業

笠間の知名度を上げ，来訪者の増加を図る
ため，B-１グランプリに出展するなど，
ご当地グルメ「笠間いなり寿司」を活用
し，笠間のPRを行う。

7,040 7,040 7,000

ご当地グルメサミットin笠間入込み数 70,000人 ８0,000人 ８0,000人

2322 企業誘致推進事業
交通の利便性を生かし，優良企業の誘致を
進めるとともに，地元雇用の拡大や従業員
の定住促進を図る。

1,500 1,500 1,500

新規企業立地件数 1件 1件 1件

　　支えあいと生きがいのある地域づくり〔第3章　健康・福祉〕

H2６年度 H2７年度 H2８年度

3112
ファミリーサポートセン
ター事業

地域における子育てを通じて児童福祉の向
上を図るため，子育ての援助を受けたい人
（利用会員）と援助したい人（提供会員）
とにより会員組織をつくり，地域の人が子
育て家庭を支援する。

2,573 2,573 2,573

利用会員数 330人 360人 400人

3123 出会い創出支援事業
市内の団体が行う，次世代を担う男女の出
会いを創出する事業への助成を行う。

528 528 528

出会い創出事業参加者 120人 120人 120人

　　地域の環境を生かした交流による地域の活性化〔第4章　生活環境〕

H2６年度 H2７年度 H2８年度

4162 空き家対策事業

　人口減少等により増加する空き屋を活用
し、移住・二地域居住などの受入態勢を整
えるとともに、市民の生活環境の改善にも
寄与するため、空き家バンク制度を創設
し、定住希望者への支援を推進する。ま
た、空き屋利活用補助金制度を創設し、空
き屋の修繕費用及び購入費・家賃に対し補
助金を交付する。

5,971 2,400 2,400

空家バンク制度登録物件数 10件 10件 10件

事務事業名 内容

事務事業名

目標（活動・成果指標）

3ヶ年の事業費（予定）
内容

子ども福祉課

市民活動課

まちづくり推進課

既存ストックの有効活用による地域の活性化

（単位：千円）

担当課名

地域の活性化との関連性 少子化対策推進による地域の活性化

目標（活動・成果指標）

地域の活性化との関連性

まちづくり推進課

目標（活動・成果指標）

地域の活性化との関連性 地元雇用創出による地域の活性化

地域の活性化との関連性 ご当地グルメ｢笠間いなり寿司｣の活用による地域の活性化

（単位：千円）

商工観光課

3ヶ年の事業費（予定）
担当課名

目標（活動・成果指標）

事務事業名 内容
3ヶ年の事業費（予定）

目標（活動・成果指標）

地域の活性化との関連性 地域子育て環境の向上による地域の活性化

（単位：千円）

担当課名
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H2６年度 H2７年度 H2８年度

4162 定住化対策

少子化・高齢化による人口減少を抑制する
ため，移住・二地域居住などの受入態勢を
整え，笠間への定住化促進のＰＲ実施と空
家の利活用を進めるため，空家バンクを創
設し，利活用者への支援などを進める。

144 144 144

ＰＲ実施回数 3回 3回 3回

4162 笠間の家再生事業

日本を代表する「建築家：伊東豊雄」設計
の「笠間の家(陶芸家：里中英人邸)」を地
域活性化を図るための拠点とし、アート
ギャラリーやカフェ及び貸工房の整備を行
い都市，住民と市民及び市内作家の交流施
設とする。

4,000 4,000 4,000

笠間の家来場者数 2,000人 2,000人 2,000人

　　芸術・文化・スポーツ活動の推進による地域の活性化〔第5章　教育・文化〕

H2６年度 H2７年度 H2８年度

5322 かさま国際音楽アカデミー

世界最高峰の講師陣による質の高いレッス
ンをヴァイオリンとピアノの２クラスで
10日間にわたり開催し，世界に羽ばたく
若手音楽家を育てるとともに，関連プログ
ラムを通して地域のイメージアップと音楽
文化の振興を図る。

2,516 2,516 2,516

コンサート入場者数 3,300人 3,300人 3,300人

5212
笠間市岩間体験学習館
（分校）管理運営事業

　昭和５７年まで学校として使用された岩
間体験学習館「分校」を、武蔵野美術大学
のサークル「アトリエちびくろ」の共催に
よる宿泊体験事業「図工教室」の活動拠点
として、また生涯学習施設として利用促進
する。

745 745 745

年間利用者数 5,000人 5,000人 5,000人

　　市民協働による地域の活性化〔第6章　自治・協働〕

H2６年度 H2７年度 H2８年度

6211
地域交流センター整備事
業

地域性や公共施設等の課題など地域の実情
を踏まえた複合的な機能を持つ地域交流セ
ンターを友部地区、岩間地区に施設整備す
る。

14,200 351,020 263,849

整備地区 2地区 2地区 2地区

事務事業名 内容

（単位：千円）

生涯学習課

担当課名

大学連携による地域の活性化

生涯学習課

事務事業名 内容
3ヶ年の事業費（予定）

音楽文化振興による地域の活性化

目標（活動・成果指標）

地域の活性化との関連性

まちづくり推進課

目標（活動・成果指標）

目標（活動・成果指標）

地域の活性化との関連性

地域の活性化との関連性

（単位：千円）

担当課名
3ヶ年の事業費（予定）

地域交流拠点整備及び活用による地域の活性化

市民活動課

（単位：千円）

事務事業名 内容
3ヶ年の事業費（予定）

担当課名

地域の活性化との関連性

目標（活動・成果指標）

地域の活性化との関連性 交流拠点整備、活用による地域の活性化

定住化対策推進による地域の活性化

まちづくり推進課

目標（活動・成果指標）

19



H2６年度 H2７年度 H2８年度

6211
協働のまちづくり推進事
業

「笠間市協働のまちづくり推進指針」に基
づく市民と行政の連携と協働によるまちづ
くりを推進するため，市民と職員合同の講
演会や市への提言ワークショップ等を開催
する。

136 136 136

講演会等の年間参加者数 180人 180人 180人

6212 地域ポイント制度事業

協働のまちづくりの推進と地域の活性化を
図るため，市民活動に対して新たな価値を
付加し，流通させる地域ポイント制度によ
り，参加機会や新たな人材を掘り起こし，
継続的な市民活動への支援，活動のやりが
いや楽しみなどを創出する。

4,000 4,000 4,500

地域ポイント登録者数 1,900人 2,000人 2,100人

6213 市民活動助成事業

地域の特性を活かし市民活動の活性化を図
るため，市民自らが，まちづくりの主体と
して活動していくために必要な経費に対し
助成する。

2,045 2,045 2,045

助成交付団体 10団体 10団体 10団体

6312 広報紙発行事業

市民と行政が互いに情報を共有し，協働の
まちづくりを推進するため，広報紙を発行
し，行政情報や生活情報などのさまざまな
情報を市民にわかりやすくかつ迅速に提供
する。

7,423 7,423 7,423

広報誌発行回数 12回 12回 12回

6312
ホームページ作成・更新
事業

行政情報や市の魅力・観光情報，さらには
防災情報など様々な情報を市内外に発信す
るため，見やすくわかりやすいホームペー
ジを作成し，情報を提供する。

2,122 2,122 2,122

トップページアクセス件数 1,233,000件 1,233,000件 1,233,000件

6313 広聴業務

市民の意見・提案を的確に把握し，市政に
反映するため，市政懇談会や電子メール・
意見箱等を活用し，市民の意見・提案の収
集を行う。

55 55 55

市政懇談会開催数 14回 14回 14回

地域の活性化との関連性 広報体制強化による各種地域情報の提供

秘書課

地域の活性化との関連性 広報体制強化による各種地域情報の提供

秘書課

目標（活動・成果指標）

地域の活性化との関連性 市民活動支援による地域の活性化

市民活動課

目標（活動・成果指標）

地域の活性化との関連性 市民活動促進による地域の活性化

市民活動課

目標（活動・成果指標）

地域の活性化との関連性 市民と行政の協働による地域の活性化

市民活動課

目標（活動・成果指標）

目標（活動・成果指標）

目標（活動・成果指標）

地域の活性化との関連性 広聴体制充実による市民意見の反映

秘書課

（単位：千円）

担当課名事務事業名 内容
3ヶ年の事業費（予定）
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（3）施策体系別による主な事務事業 

     施策ごとの取り組みを具体的に示すため施策を構成する事務事業のうち

192 事務事業を掲載しています。主な事務事業の見方は以下のとおりとなりま

す。 

     なお，本計画書に掲載した事務事業については策定時点において見込まれ

るものであり，今後，事務事業の実施状況や財政事情，さらには行政評価外

部評価結果の反映など事務事業を取り巻く環境の変化により内容が変更とな

る場合があります。 

 

第１章　広域交流基盤を生かした新時代のまちづくり 〔土地利用・都市基盤〕

２　多彩な交流･連携を支えるネットワークを形成します

２　公共交通

H2６年度 H2７年度 H2８年度

1222

【健康都市づくり】
【地域の活性化】
デマンド交通システム運

業

公共交通空白地域の解消や交通弱者の移
動手段を確保し，市民生活の利便性の向
上を図るため，ドア・トゥ・ドアのデマ
ンドタクシーを運行する。

50,400 50,200 50,000 企画政策課

（単位：千円）

体系
コード

事務事業の名称 内容
3ヶ年の事業費（予定）

担当課名

行事

 

〔体系コ
　基本構

ード〕
想における施策の大綱及び後期基本計画の施
系をコード化しています。

　左から政策・小政策・施策・小施策となっています。

務事業の名称〕
務事業の名称となります。
施策を構成する主な事務事業を掲載しています。

〔重点視点〕
期基本計画の重点視点に対応した事務事業について
，「健康づくり」「防災力向上」「地域活性化」を

　事務事業の名称の上部にそれぞれ掲載しています。

〔内容〕
　事務事業の内容（目的と手段）について
　掲載しています。

〔3ヶ年の事業費〕
　H2６年度～H2８年度の事業費の
　予定額を掲載しています。

〔担当課名〕
　事務事業を実施する担当課を掲載し
　ています。

〔表題部〕
　基本構想における施策の大綱及び後期基本計画の施策の名称を掲載しています。
　上から
　　第１章　広域交流基盤を生かした新時代のまちづくり 〔土地利用・都市基盤〕　・・・　政策
　　２　多彩な交流・連携を支えるネットワークを形成します 　・・・・・・・・・・・・　小政策
　　２　公共交通　 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　施策
　となります。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
〔事
　事
 

　各 

　後 
　は 

 

 

 

 

 

　策の体 

21



第１章　広域交流基盤を生かした新時代のまちづくり 〔土地利用・都市基盤〕

１　交流と地域の力を高める土地利用を進めます

１　土地利用

H26年度 H27年度 H28年度

1112
【地域の活性化】
畜産試験場跡地利活用促
進事業

畜産試験場跡地の利活用を促進するため，
雨水排水整備実施のための調整を行うと共
に，各種情報の収集や県外関係機関と協議
を実施し，利活用の方法を検討する。

300 300 100 企画政策課

２　拠点づくりと市街地整備

H26年度 H27年度 H28年度

1121
【地域の活性化】
笠間稲荷門前通り整備推
進事業

観光拠点である笠間稲荷神社の門前通りに
賑わいを創出するため，歩行者に優しく景
観に配慮した道路整備を推進する。

95,000 94,000 1,000 まちづくり推進課

1121
【地域の活性化】
笠間稲荷周辺まちづくり
推進事業

笠間稲荷周辺の活性化を図るため，笠間へ
の観光客の宿泊や食の提供を担い，古くか
ら観光笠間の顔であった大型宿泊施設の再
生と日動美術館や大石邸跡など歴史文化の
拠点の整備を推進する。

234,000 78,000 3,000 まちづくり推進課

1122
【地域の活性化】
市街地活性化推進事業

市街地活性化推進の柱のひとつである，笠
間市駅周辺整備活性化プランに基づき，駅
周辺を中心とした地域の賑わいを創出し活
性化を図るため，各地域の特性を生かした
まちづくりを推進する。

10,404 4,204 104 企画政策課

２　多彩な交流･連携を支えるネットワークを形成します

１　幹線道路

H26年度 H27年度 H28年度

1212

【健康都市づくり】
【防災力向上】
幹線道路整備事業
来栖本戸線

国道５０号の渋滞緩和と北関東自動車道笠
間西ICへのアクセスを強化するため，新市
の東西軸の形成を図る幹線道路の整備を推
進する。L=3,200m　W=6.0/10.0m

51,500 103,000 133,900 建設課

（単位：千円）

体系
コード

事務事業の名称 内容
3ヶ年の事業費（予定）

担当課名

（単位：千円）

担当課名
体系

コード
内容事務事業の名称

3ヶ年の事業費（予定）

（単位：千円）

体系
コード

事務事業の名称 内容
3ヶ年の事業費（予定）

担当課名
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H26年度 H27年度 H28年度

1212

【健康都市づくり】
【防災力向上】
幹線道路整備事業
笠間小原線

笠間地区から友部駅北口へのアクセス向上
を図るための幹線道路整備を推進する。
L=2,300ｍ　W=6.0/10.0ｍ

80,000 80,000 80,000 建設課

1212

【健康都市づくり】
【防災力向上】
合併市町村幹線道路緊急
支援事業
南友部平町線

笠間地区と友部地区とを結ぶ幹線道路で，
合併支援道路として整備を推進する。
L=2,030m　W=6.0/11.0m

150,000 51,500 103,000 建設課

1212

【健康都市づくり】
【防災力向上】
防災・安全社会資本整備
交付金事業
(友)１級５号線

地域間のアクセス向上や水戸市内原駅との
連結道路整備を推進する。
道路改良工事（小原地区）
L=1,480m　W=6.0/10.0m

60,000 - - 建設課

1212

【新規】
【防災力向上】
防災・安全社会資本整備
交付金事業
(友)２級５号線

県道水戸岩間線と県道友部内原線を結ぶ幹
線道路で，病院利用者や通勤通学の安全を
確保するための整備を推進する。
道路改良工事（鯉淵・随分附・湯崎・長兎
路地区）
L=2,700m　W=6.0/10.0m

100,000 70,000 70,000 建設課

1212

【新規】
【防災力向上】
防災・安全社会資本整備
交付金事業
岩間八郷線

石岡市（八郷）方面との連携を確保する幹
線道路として，歩道整備・拡幅工事を実施
し，通行者及び通学児童等の安全を確保す
るための整備を推進する。
道路改良工事
L=180m　W=6.0/11.0m

50,000 - - 建設課

1212

【健康都市づくり】
【防災力向上】
社会資本整備総合交付金
事業
岩間駅東大通り線（延伸
部）

岩間駅周辺へのアクセス強化と快適な歩道
空間を創出するため，都市計画道路日吉町
古市線との交差点部付近から国道355号
バイパスまでの幹線道路の整備を推進す
る。
L=680m　W=6.0/20.0m

50,000 65,000 - 都市計画課

1212 都市計画道路再検討事業

都市計画決定後，整備未了となっている都
市計画道路（21路線）について，計画の
必要性，事業の支障となる要因等を評価
し，計画の継続，変更，廃止の方向性を判
断し，それに基づいた都市計画の変更等の
手続を行う。

8,200 4,400 - 都市計画課

（単位：千円）

体系
コード

内容
3ヶ年の事業費（予定）

担当課名事務事業の名称
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２　公共交通

H26年度 H27年度 H28年度

1221
【健康都市づくり】
【地域の活性化】
公共交通対策事業

市内の効率的な移動性を確保し，地域の活
性化を図るため，各公共交通機関との連携
のもと，より利便性の高い公共交通網を確
立する。

210 210 210 企画政策課

1222

【健康都市づくり】
【地域の活性化】
デマンド交通システム運
行事業

公共交通空白地域の解消や交通弱者の移動
手段を確保し，市民生活の利便性の向上を
図るため，ドア・トゥ・ドアのデマンドタ
クシーを運行する。

50,400 50,200 50,000 企画政策課

1222
【健康都市づくり】
【地域の活性化】
公共交通維持確保事業

公共交通の維持確保及び利便性の向上を図
るとともに，地域づくりを支える公共交通
の活性化を推進するため，公共交通の現状
と課題の整理，広報周知活動などを行う。

7,180 7,180 7,180 企画政策課

３　風土に根ざした美しい景観を育み、継承していきます

１　美しい景観の保全・整備

H26年度 H27年度 H28年度

1311
【地域の活性化】
地域デザイン調査研究事
業

歴史や自然と調和する居住環境の快適性の
向上及び交流・定住人口の増加を図るた
め，武蔵野美術大学との連携により，コア
コンセプト・景観デザインの形成に向けた
現地調査や検討を行う。

3,000 - - 企画政策課

第２章　多彩な交流で飛躍する活力ある産業のまちづくり 〔産　業〕

１　笠間を体感できる観光・産業を振興します

１　観　光

H26年度 H27年度 H28年度

2111

【健康都市づくり】
【地域の活性化】
筑波山地域ジオパーク構
想推進事業

周辺の観光資源と融合させたジオツーリズ
ムを新たな観光スタイルとして創出するた
め，つくば市，石岡市，桜川市と笠間市に
おいて筑波山周辺地域ジオパークを整備す
る。

740 740 740 企画政策課

2111
【地域の活性化】
恋人の聖地関連整備事業

観光交流人口の増加と賑わいを創出するた
め，北山公園及び愛宕山周辺の観光拠点整
備やネットワーク化，回遊性を図る施策等
を行う。

62,200 5,000 - 商工観光課

（単位：千円）

体系
コード

事務事業の名称 内容
3ヶ年の事業費（予定）

担当課名

（単位：千円）

体系
コード

事務事業の名称 内容
3ヶ年の事業費（予定）

担当課名

（単位：千円）

体系
コード

事務事業の名称 内容
3ヶ年の事業費（予定）

担当課名
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H26年度 H27年度 H28年度

2111
【地域の活性化】
笠間ファン倶楽部推進事
業

交流人口の拡充，産業振興や地域の活性化
を図るため，自然・歴史・芸術・食など笠
間の魅力を感じる方などを「笠間ファン倶
楽部会員」とし，体験事業や交流事業等に
より会員と市民の交流を行う。

1,600 1,700 1,750 商工観光課

2111
【地域の活性化】
新たな旅行商品開発促進
事業

笠間の知名度をアップさせ，更なる観光誘
致をするため，笠間観光協会との連携によ
り，新たな旅行商品の企画や旅行エージェ
ント等への訪問により，新規観光客の誘致
活動を行う。

554 554 554 商工観光課

2111
【地域の活性化】
恋人の聖地推進事業

恋人の聖地に選定されたことにより，笠間
市の知名度向上，結婚支援付加価値化，市
内の観光施設及び商業施設の回遊性による
交流人口の増加等を図るため，イベント等
を開催し恋人の聖地を推進する。

1,393 1,393 1,393 商工観光課

2112
【地域の活性化】
地域おこし協力隊事業

都市部に在住する意欲ある人材を受け入
れ，産業振興による地域活性化を目標とし
た地域おこし活動に従事し，地域力の維
持・強化につながるような起爆剤となるこ
とを目指す。

22,000 30,000 26,000 まちづくり推進課

2112
【地域の活性化】
工芸の丘管理事業

地場産業の振興，体験型施設，観光情報発
信機能として整備された施設の魅力を更に
高めるため，周辺施設（陶芸美術館，あそ
びの杜，イベント広場，陶の小径等）との
回遊性を高める。

10,000 10,000 10,000 商工観光課

2112 観光ＰＲ戦略事業

笠間の知名度アップと新規観光客の拡大を
目的に，通年滞在型の観光振興を図るた
め，観光関連団体との連携のもと旅行会社
やメディア等を介して観光PRを行う。

2,727 2,727 2,727 商工観光課

2113
【地域の活性化】
観光協会の強化促進事業

観光事業の振興と地域の健全な発展を図
り，市に観光客を誘致し地域経済の発展に
資するため，観光協会の育成強化を推進す
る。

27,270 27,270 24,250 商工観光課

2114
【地域の活性化】
菊まつり事業

市民参加型で永続的な菊まつりとして開催
するため，関係機関と連携して，菊花を取
り上げたイベント等を充実させ，菊祭りを
盛り上げる。

9,897 9,897 9,897 商工観光課

2114
【地域の活性化】
つつじまつり事業

市民によるつつじ一株運動により始まった
「笠間のつつじまつり」。春を代表するイ
ベントとして，安らぎと癒しを与えるまつ
りとして実施し，観光客の誘客を図る。

6,839 6,839 6,839 商工観光課

（単位：千円）

体系
コード

事務事業の名称 内容
3ヶ年の事業費（予定）

担当課名
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２　地場産業

H26年度 H27年度 H28年度

2121
【地域の活性化】
笠間焼陶芸家支援事業

国の伝統的工芸品として指定を受けている
笠間焼を活性化し，地域経済効果を高める
ため，観光や農業などと連携を図った事業
を行う。

14,000 14,000 14,000 商工観光課

2121
【地域の活性化】
稲田みかげ石事業者支援
事業

明治時代から続く地場産業である稲田みか
げ石の活性化を図るため，いなだストーン
エキシビジョン開催の補助など事業協同組
合を中心に稲田みかげ石事業者への支援を
行う。

6,000 6,500 6,500 商工観光課

2123

【新規】
【地域の活性化】
（仮称）観光交流セン
ター「石の百年館」運営
事業

稲田みかげ石の発祥の地である稲田駅に，
貴重なこぶ出しの外壁を活用した石の資料
館として「観光交流センター」を活用し，
駅周辺の活性化を図る。

2,000 2,000 2,000 商工観光課

２　豊かな恵みを実感できる農林業を振興します

１　農林業

H26年度 H27年度 H28年度

2211
【健康都市づくり】
【地域の活性化】
地場農産物振興拡大事業

農産物の生産振興，組織化により農業経営
の安定化を図るため，学校給食の食材提供
拡大，地産地消の推進，栽培技術の承継，
農産物の加工など研究・開発を行うため，
アグリビジネスネットワーク協議会を運営
する。

389 389 389 農政課

2211
【地域の活性化】
担い手対策強化促進事業

認定農業者や集落営農組織の育成強化を図
るため，経営改善活動に対する支援や市内
農業後継者が農業大学校又は先進農家にお
いて農業経営・技術を習得するための助成
等を行う。

8,387 8,387 8,387 農政課

2211
【地域の活性化】
新規就農総合支援事業

農業後継者等の育成を図り，地域農業の担
い手の定着化を推進するため，「地域農業
マスタープラン」に基づく新規参入者及び
農業後継者の確保を目指し，国補事業の活
用及び市の上乗せ助成を行う。

6,750 6,750 6,750 農政課

2211
【地域の活性化】
地場農産物PR事業

「笠間ブランド」の確立や「地産地消」な
ど，本市の特性・優位性を活かした農業の
振興を積極的に推進するため，ブランド農
産品の推進や地場農産物の広報宣伝活動を
実施する。

2,603 2,603 2,603 農政課

2211

【地域の活性化】
主要農産物生産振興支援
事業
（果樹産地強化支援事
業）

主要農産物である栗及び梨の生産体制強化
を図るため，苗木購入に伴う経費の一部を
助成する。

1,950 1,950 450 農政課

内容
3ヶ年の事業費（予定）

担当課名

事務事業の名称 内容 担当課名
3ヶ年の事業費（予定）

（単位：千円）

（単位：千円）

体系
コード

体系
コード

事務事業の名称
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H26年度 H27年度 H28年度

2211

【地域の活性化】
主要農産物生産振興支援
事業
（栗改植促進事業）

主要農産物である栗の生産体制強化を図る
ため，栗生産者や生産組織等が行う栗の改
植に伴う経費の一部を助成する。

5,600 5,600 - 農政課

2211
【地域の活性化】
笠間市農産品ブランド化
推進運営事業

地域農業・産業の活性化及び発展を図るた
め，市内で生産される安全・安心な優れた
農産品を，消費者に支持・信頼される「ブ
ランド農産品」として認証する。

- - - 農政課

2211
【地域の活性化】
地域農業マスタープラン
作成事業

地域農業のあり方や地域農業を担う経営体
や，生産基盤となる農地を将来においても
確保する方針を示す「地域農業マスタープ
ラン」に基づく事業の振興管理を行う。

210 210 210 農政課

2211
笠間市農政推進協議会運
営事務

農業施策の総合的な推進を図るため，市内
の農業に関する各種機関・団体が相互に連
携し，笠間市の農業振興に関する事業や企
画等に関して協議・検討を行う。

200 200 200 農政課

2211
【地域の活性化】
主要農産物総合支援事業

農業生産基盤の更なる強化を図るため，県
の助成事業である「茨城農業改革推進総合
対策事業」「食と農のチャレンジ事業」
「園芸産地力強化支援事業」実施者に対
し，市の上乗せ助成を行う。

1,948 1,948 1,948 農政課

2211
【地域の活性化】
食と農のチャレンジ事業

高品質化による収益拡大や，アグリビジネ
スの推進を図るため，農業者以外の意見を
取り入れながら，農業者や農業関係者が主
体となって展開する「いばらき農業元気
アップ作戦」を通じた企画提案による創意
工夫ある新たな取組みを支援する。

2,103 2,103 2,103 農政課

2212
【健康都市づくり】
土づくり運動推進事業

環境負荷の軽減に配慮した環境保全型農業
を推進するため，農業の持つ物質循環機能
を生かし生産性との調和に留意しながら，
土づくりを通じて化学肥料や農薬の使用を
削減する。

63 63 63 農政課

2212
【健康都市づくり】
環境保全型農業直接支援
対策事業

地球温暖化防止や生物多様性保全のため環
境保全効果の高い営農活動に取り組む農業
者に対し，経費の一部を助成する。

351 351 351 農政課

2212
森林機能緊急回復整備事
業

森林機能緊急回復整備事業費補助を活用
し，間伐が必要とされる森林の整備を行う
ため，間伐の実施，作業道・林道の開設な
どを行い，森林の持つ公益的機能の回復と
環境改善を図る。

21,900 9,900 9,900 農村整備課

2212
農山漁村活性化プロジェ
クト交付金事業（大古山
地区）

農地の生産力向上，汎用化や耕作放棄地の
解消を図るため，大古山地区において基盤
整備事業を行う。

118,600 11,200 6,200 農村整備課

（単位：千円）

内容
3ヶ年の事業費（予定）

担当課名
体系

コード
事務事業の名称
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H26年度 H27年度 H28年度

2212
【地域の活性化】
農地・水保全管理支払交
付金事業

地区環境の良好な保全と質的向上を図るた
め，地域共同の活動により農地・農業用水
等の資源を保全管理する活動を支援する。

10,206 10,106 10,106 農村整備課

2212
経営体育成基盤整備事業
（友部地区）

農業生産の拡大と機械化による農作業の効
率化を図るため，友部地区において，慢性
的な水不足や老朽化した用水施設を改善す
るよう，霞ヶ浦用水を利用した用水系統の
再整備を行う。

20,000 19,300 20,000 農村整備課

2214
遊休農地活用緊急対策事
業

農業生産基盤の機能低下や農村景観の悪化
を防ぐため，耕作放棄地を解消し，優良農
地へ再生する費用の一部を助成する。

3,714 3,714 3,714 農政課

２　グリーンツーリズム

H26年度 H27年度 H28年度

2221

【地域の活性化】
グリーンツーリズム推進
事業
（二地域居住者活動支援
事業）

地域活性化及びグリーンツーリズムの推進
を図るため，本市に愛着をもち二地域居住
を実践する方の知的ノウハウを活かした地
域貢献ボランティア等を実施する。

33 33 33 農政課

2222

【地域の活性化】
グリーンツーリズム推進
事業
（グリーンツーリズム企
画運営事業）

本市が推進してきたグリーンツーリズムの
充実を図るため，都市住民が笠間市内の豊
かな農業資源にかかわりを持ち，笠間の良
さ・楽しさ・素晴らしさを体感してもら
う。

1,000 1,000 1,000 農政課

2222
【地域の活性化】
クラインガルテン事業

農業・農村の有する多面的機能を十分に発
揮し，地域農業の活性化を図るため，指定
管理している，クラインガルテンを核に都
市と農村の交流を通した豊かな農村づくり
を目指す。

1,089 1,089 1,089 農政課

2222

【地域の活性化】
グリーンツーリズム推進
事業
（体験農業支援事業）

豊富な農村資源の更なる活性化及び交流人
口の増大を図るため，会員制体験農園の利
用者と農業体験をサポートする地元住民と
の交流と利用促進をする様々なイベントを
開催する。

392 392 392 農政課

（単位：千円）

内容
3ヶ年の事業費（予定）

担当課名
体系

コード
事務事業の名称

（単位：千円）

内容
3ヶ年の事業費（予定）

担当課名
体系

コード
事務事業の名称
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３　交通条件を生かした，豊かな育む商工業を振興します

１　商　業

H26年度 H27年度 H28年度

2312
【地域の活性化】
商店街活性化事業

市街地の活性化を図るため，まちづくり事
業など商業を中心とした活性化事業に取り
組む商店街や商工会を支援する。

4,000 4,000 4,000 商工観光課

2313
【地域の活性化】
商工関連イベント補助

地域の活性化を目的とした「ふるさとまつ
りinかさま」や「バザールdeいわま」な
どの商工関連イベントへ助成する。

8,930 8,830 8,730 商工観光課

2315
【地域の活性化】
笠間いなり寿司推進事業

笠間の知名度を上げ，来訪者の増加を図る
ため，B-１グランプリに出展するなど，
ご当地グルメ「笠間いなり寿司」を活用
し，笠間のPRを行う。

7,040 7,040 7,000 商工観光課

２　工　業

H26年度 H27年度 H28年度

2321
安居工業地域整備基本構
想策定事業

道路等の基盤施設の計画的な整備を行い，
良好な市街地環境を創出するため，安居工
業地域整備基本構想を策定し，事業実施の
実現性の可否を検討する。

- - - 都市計画課

2322
【地域の活性化】
企業誘致推進事業

交通の利便性を生かし，優良企業の誘致を
進めるとともに，地元雇用の拡大や従業員
の定住促進えお図る。
○立地アンケートの実施や東京を中心とし
た企業を呼び優位性についてPRを実施

1,500 1,500 1,500 まちづくり推進課

2323
【地域の活性化】
既存企業支援事業

既存企業の事業拡大や行政との連携を図
り，地域の活力を支える雇用の場である企
業に対し，積極的な支援をする。
○がんばる企業応援連絡会セミナーの実施

180 180 180 まちづくり推進課

事務事業の名称 内容
3ヶ年の事業費（予定）

担当課名

担当課名

（単位：千円）

体系
コード

（単位：千円）

体系
コード

事務事業の名称 内容
3ヶ年の事業費（予定）
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３　雇用・労働環境

H26年度 H27年度 H28年度

2331
【地域の活性化】
ふるさと雇用再生・緊急
雇用創出事業

厳しい雇用環境にある中で，失業者を一人
でも多く雇用するため，国庫を財源とした
県基金により雇用できる事業を創出する。

32,500 - - 企画政策課

2331
【地域の活性化】
市民雇用創出事業

経済対策及び雇用の状況悪化に対する支援
として，市民が職に関し必要な資格を取得
することを支援する（笠間市職に役立つ資
格取得支援事業）。また，中小企業緊急雇
用安定補助や笠間地区建設高等職業訓練校
協会へ助成する。

1,500 1,500 1,500 商工観光課

2332
【地域の活性化】
インターンシップ推進事
業

将来的な雇用創出に向けて，市内企業（雇
用創出研究会）との連携により，インター
シップを実施する。
本市においても，積極的に受入を行う。

- - - 商工観光課

第３章　共に支えあい，健やかに暮らせるまちづくり 〔健康・福祉〕

１　安心して子どもを生み育てることができる環境をつくります

１　子ども・子育て支援

H26年度 H27年度 H28年度

3111 次世代育成支援対策事業

民間保育所における保育内容の充実を図る
ため，「かさまっ子未来プラン」に基づ
き，一時預かり事業や地域子育て支援拠点
事業などを実施する民間保育所に助成す
る。

5,400 5,400 5,400 子ども福祉課

3111 特別保育事業

通常保育以外も多様な保育サービスを提供
するため，民間保育所が行う延長保育促進
事業や病児・病後児保育事業に対して助成
を行う。

49,815 49,815 49,815 子ども福祉課

3111
子ども・子育て新制度推
進事業

幼児期の学校教育・保育，地域の子ども子
育て支援等の総合的な仕組み創出するた
め，「子ども・子育て新制度」を推進す
る。

- - - 子ども福祉課

3112
ファミリーサポートセン
ター事業

地域における子育てを通じて児童福祉の向
上を図るため，子育ての援助を受けたい人
（利用会員）と援助したい人（提供会員）
とにより会員組織をつくり，地域の人が子
育て家庭を支援する。

2,573 2,573 2,573 子ども福祉課

（単位：千円）

体系
コード

事務事業の名称 内容
3ヶ年の事業費（予定）

担当課名

（単位：千円）

体系
コード

事務事業の名称 内容
3ヶ年の事業費（予定）

担当課名
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H26年度 H27年度 H28年度

3112
【健康都市づくり】
地域子育て支援拠点事業

核家族化，地域の繋がりの希薄化等による
子育てに対する不安感や負担感の軽減を図
るため，各地区の子育て支援センターにお
いて，子育てに関する相談・援助，子育て
関連情報の提供や講習等を行う。

9,220 9,220 10,410 子ども福祉課

3113 児童クラブ推進事業

昼間保育ができない家庭にある小学校児童
の放課後の安定した生活の場を確保し，児
童の健全育成を行うため，各小学校ごとの
児童クラブ運営及び民間児童クラブへの助
成を行う。

121,554 121,554 121,554 子ども福祉課

3113 児童館運営事業

児童や子育て中の保護者を支援するため，
笠間キッズ館において，児童への健全な遊
びの提供により心身の健康を増進し，情緒
を豊かにするとともに，保護者の交流や子
育てに関する相談等を実施する。

29,265 29,265 29,265 子ども福祉課

3113 要保護児童対策事業
児童福祉法に規定する要保護児童の早期発
見やその適切な保護及び要支援児童または
特定妊婦への適切な支援を図る。

27 27 27 子ども福祉課

3113 家庭児童相談事業

核家族化の進行により，18歳未満の子ど
もの育児やしつけ，養育，発達，非行等の
相談や家庭に関する複雑な悩みを持つ家庭
の相談，支援，援護を行う。

3,075 3,075 3,075 子ども福祉課

２　少子化対策

H26年度 H27年度 H28年度

3122
子ども・子育て支援事業
計画策定事業

質の高い幼児期の学校教育・保育の一体的
な提供や地域における子育て支援の充実を
図るため子ども・子育て支援事業計画を策
定する。

3,031 188 188 子ども福祉課

3123
【地域の活性化】
出会い創出支援事業

市内の団体が行う，次世代を担う男女の出
会いを創出する事業への助成を行う。

528 528 528 市民活動課

3ヶ年の事業費（予定）
担当課名

体系
コード

事務事業の名称

（単位：千円）

内容

（単位：千円）

体系
コード

事務事業の名称 内容
3ヶ年の事業費（予定）

担当課名
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２　日々の健康を支える安心な保健・医療の体制を整えます

１　保健・医療

H26年度 H27年度 H28年度

3211
【健康都市づくり】
健康都市づくり事業

健康都市かさまの実現に向けて，健康都市
づくり運動の意義や生活習慣病の予防につ
ながる健康体操，食生活の改善策など，市
民の健康に対する意識を高める啓発活動を
実施する。

1,584 1,584 1,584 健康増進課

3211
【健康都市づくり】
健康づくり推進事業

様々な経験を通じて「食」に関する知識と
「食」を選択する力を習得し，健全な食生
活を実践することができる市民を増やすた
め，健康教育や各種料理教室などを実施す
る。

1,451 1,451 1,451 健康増進課

3212
【健康都市づくり】
がん検診推進事業

がんの予防及び早期発見のため，特定年齢
の対象者に無料クーポン券を配布し，受診
率の向上を図る。

9,370 9,370 9,370 健康増進課

3212
【健康都市づくり】
地域の健康づくり事業

生活習慣病を予防するため，健康教育，健
康相談，健康体操，栄養指導などを展開す
る。

1,112 1,112 1,112 健康増進課

3212
【健康都市づくり】
かさま健康ダイヤル２４
事業

市民の健康，医療，子育て，介護等につい
ての不安を解消し，健やかな日常生活が送
れるよう，24時間・年中無休の電話によ
る相談サービスを提供する。

4,089 4,089 4,089 健康増進課

3213
【健康都市づくり】
訪問歯科保健事業

通院困難な在宅の寝たきり高齢者の口腔衛
生の改善向上を図るため，訪問による歯科
保健サービスを行う。

1,518 1,518 1,518 健康増進課

3214
【健康都市づくり】
第２次笠間市立病院改革
プランの推進

公立病院としての役割を果たすとともに経
営の安定化を図るため，医療機能の充実や
経営の健全化，さらには職員の意識改革な
ど「第２次市立病院改革プラン」を推進す
る。

640,000 660,000 680,000 経営管理課

3214

【健康都市づくり】
筑波大学病院連携事業
（指導医派遣・研修生受
入）

地域医療の充実を図るため，筑波大学附属
病院指導医と研修生を受け入れ，理想的な
地域医療に従事する医師を養成する。

20,380 20,380 20,380 経営管理課

3214
【新規】
市立病院整備事業

建物の老朽化・狭隘化が著しく患者への負
担となっており，また，建築基準以前に建
築されたもので耐久性や火災時の対応など
改善が必要であるため，「笠間市立病院整
備方針」を策定し病院を新築する。

30,000 90,000 290,000 経営管理課

（単位：千円）

体系
コード

事務事業の名称 内容
3ヶ年の事業費（予定）

担当課名
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H26年度 H27年度 H28年度

3214
【健康都市づくり】
地域医療対策事業

市民へ安全で安心な医療を持続的に提供す
るため，関係医療機関や医師会との連携を
強化する。

1,600 1,600 1,600 健康増進課

3214
平日夜間・日曜初期救急
診療の推進

市民が安心して暮らせる地域社会を構築す
るため，市立病院，医師会，薬剤師会，県
立中央病院が連携し，市立病院において初
期救急診療を実施する。

18,000 17,000 16,000 経営管理課

２　社会保障

H26年度 H27年度 H28年度

3221
【健康都市づくり】
医療福祉費支給事業（市
単独分）

医療費の負担を一層軽減するため，医療福
祉費支給制度について，市の独自制度によ
り小児の対象年齢を小学校４年生から中学
校３年生まで拡大し，医療保険で病院など
にかかった場合の一部負担金相当額を公費
で助成する。

49,574 49,574 49,574 保険年金課

3221
【健康都市づくり】
医療福祉費自己負担金助
成事業

医療費の負担を一層軽減するため，市の独
自制度により医療福祉費受給認定者が医療
機関等へ支払った自己負担金および入院時
の食事療養費を助成する。

62,740 62,740 62,740 保険年金課

3222
【健康都市づくり】
国保健康づくり推進事業

疾病の早期発見・早期治療のため，人間
ドックや脳ドックにかかる費用の一部を補
助する。

24,396 24,400 24,400 保険年金課

3222
国民健康保険税賦課徴収
事業

国民健康保険の加入者に対し、国民健康保
険税の賦課、徴収を行い国民健康保険の健
全な財政運営を行う。

17,800 17,900 18,000 保険年金課

3313 生活保護適正化事業

生活保護の適正な実施を目的として、レセ
プトの点検、医療要否意見書の審査、扶養
義務者及び関係機関等の調査等を実施す
る。

3,300 3,300 3,300 社会福祉課

担当課名事務事業の名称 内容
3ヶ年の事業費（予定）

（単位：千円）

体系
コード

事務事業の名称 内容
3ヶ年の事業費（予定）

担当課名

（単位：千円）

体系
コード
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３　支えあい、心がかよう福祉環境をつくります

１　地域福祉

H26年度 H27年度 H28年度

3311
【防災力向上】
民生委員事業

住民福祉の向上と民生・児童委員の識見の
向上を図るため，各種研修会を実施すると
ともに，福祉事務所やその他の関係機関と
緊密な連携を強化する。

11,567 11,567 11,567 社会福祉課

3312
【健康都市づくり】
社会福祉協議会補助事業

必要な福祉サービスが適正に効果的に利用
できる体制をつくり地域福祉の向上を図る
ため，社会福祉協議会が行う地域福祉の推
進に係る事業への助成や，地域福祉セン
ター運営にかかわる業務の委託を行う。

90,611 90,611 90,611 社会福祉課

3312
地域ケアシステム推進事
業

要援護者に対して，最適、効率的かつ確実
な保健・医療・福祉の各種在宅サービスを
提供するため，対象者一人ひとりについて
「在宅ケアチーム」を組織し，地域社会全
体で取り組む総合的なケアシステムの構築
する。

5,384 5,384 5,384 社会福祉課

２　高齢者福祉

H26年度 H27年度 H28年度

3321 在宅福祉サービス事業

高齢者や障がい者のいる家族の身体的・精
神的負担の軽減を図るとともに，地域で安
心して生活できるようその福祉の向上を図
るため，その家庭に対し，適切な家事及び
介助等の援助を行う。

4,350 4,350 4,350 高齢福祉課

3321
【健康都市づくり】
包括的支援事業

被保険者が要介護状態又は要支援状態とな
ることを予防するとともに，要介護状態等
となった場合においても，可能な限り，地
域において自立した日常生活を営むことが
できるよう，介護予防事業，包括的支援事
業，その他の地域支援事業等により，相談
支援を充実する。

6,900 7,000 7,100 高齢福祉課

3321 緊急通報システム事業

急病・事故その他の理由により緊急で援助
を必要とした時に，消防本部に通報するこ
とにより速やかな救護・助言を行うため
に，おおむね６５歳以上の病弱な独り暮ら
し高齢者等の自宅に緊急通報装置を設置す
る。

8,000 8,000 8,000 高齢福祉課

3321 高齢者見守り事業

高齢者の日常生活における問題を早期発見
し，住民が安心して暮らせる体制を構築す
るため，行政・地域の民間事業所及び地域
住民が連携して，高齢者の見守り支援を行
う。

530 530 530 高齢福祉課

（単位：千円）

体系
コード

事務事業の名称 内容
3ヶ年の事業費（予定）

担当課名

（単位：千円）

体系
コード

事務事業の名称 内容
3ヶ年の事業費（予定）

担当課名
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H26年度 H27年度 H28年度

3322
【地域の活性化】
敬老事業

75歳以上の高齢者を，学校や地区の公民
館等に招待し，敬老のお祝いをする。また
88歳，100歳達成者及び最高齢者に対し
て記念品を贈り長寿を祝う。

25,500 26,000 26,500 高齢福祉課

3322
【地域の活性化】
シルバー人材センター事
業

高齢者の多様なニーズに応じ，就業機会を
確保・提供し，高齢者の生きがいの充実，
社会参加の促進を図るため，笠間市シル
バー人材センターが実施する高年齢者労働
能力活用事業に要する経費の一部を助成す
る。

11,600 11,600 11,600 高齢福祉課

3323
【健康都市づくり】
いきいきふれあい通所事
業

生きがいのある生活を送り，要介護状態へ
の進行を予防するため，介護予防又は生き
がい活動を支援する必要があるものに対し
て，軽運動・創作活動・講話等を行う。

24,900 26,400 28,000 高齢福祉課

3323
【健康都市づくり】
介護予防支援事業

高齢化進む中，要介護状態にならないよう
にするため，介護のリスクが高い（転倒・
口腔機能の低下・低栄養等）方を，生活機
能評価にて選別し，介護予防教室やスクエ
アステップ教室など介護予防を行う。

18,000 19,000 21,000 高齢福祉課

3324

【新規】
【健康都市づくり】
高齢者福祉計画・介護保
険事業計画策定事務

介護保険法に基づき，第６期介護保険事業
計画（平成27年度～29年度）を高齢者福
祉計画と一体の計画として策定する。

2,500 - - 高齢福祉課

３　障害者福祉

H26年度 H27年度 H28年度

3331 障害児親子通園事業

発達障がい児の社会参加の促進及び保護者
の精神的負担を軽減するため，検診などの
際に，発達に遅れが見られる幼児や保護者
に対し，生活指導や相談を行う。

5,579 5,579 5,579 社会福祉課

3332 地域生活支援事業

障がい者の地域での生活の安定を図るた
め，障害者自立支援法に基づき，重度身体
障害者訪問入浴サービス事業やコミュニ
ケーション支援事業等を実施する。

81,890 81,890 81,890 社会福祉課

3332
【健康都市づくり】
障害児通園施設運営事業

心身障害児童の福祉増進を図るため，民間
の心身障害児通園施設に対し，通園に要す
る経費等に補助金を交付する。

300 300 300 社会福祉課

（単位：千円）

体系
コード

事務事業の名称 内容
3ヶ年の事業費（予定）

担当課名

（単位：千円）

体系
コード

事務事業の名称 内容
3ヶ年の事業費（予定）

担当課名
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H26年度 H27年度 H28年度

3332
【健康都市づくり】
精神保健事業

在宅の精神障害者への社会参加を援助する
ため，デイサービス、こころの相談室等を
開設し，面接相談や家庭訪問、電話相談を
行う。

1,385 1,385 1,385 健康増進課

第４章　自然と共生した安全でやさしさのあるまちづくり〔生活環境〕

１　だれにもやさしく、潤いのある生活環境を整えます

１　生活道路

H26年度 H27年度 H28年度

4111

【新規】
【防災力向上】
【地域の活性化】
友部駅周辺整備事業（地
区道路）

南友部地区計画（H17.12.8）において位
置づけされた幹線区画道路2号（市道
(友)1175号線）の整備及び友部駅周辺の
道路整備・浸水対策を実施する。

55,000 95,000 94,000 建設課

4111 道路水路維持補修事業

地区要望に対応した道水路の維持並びに整
備工事を行う。
パトロールにより発見した不良箇所の修繕
工事を行う。

210,000 210,000 210,000 管理課

4113

【健康都市づくり】
【地域の活性化】
芸術の森公園及び愛宕山
周辺整備事業
市道(笠)2336号線
（ギャラリーロード）

観光拠点である笠間芸術の森公園へのアプ
ローチとなるギャラリーロードの歩道景観
整備を行う。
歩道景観整備L=820m

40,000 - - 建設課

4113

【新規】
【防災力向上】
【地域の活性化】
防災・安全社会資本整備
交付金事業
笠間小原線（桂町工区）

「笠間芸術の森公園」から「笠間稲荷神
社」や「佐白山麓公園」などに向かう本線
に，市民や観光客が安心して歩行できる歩
道を整備する。
歩道整備L=480m

- - 10,300 建設課

（単位：千円）

体系
コード

事務事業の名称 内容
3ヶ年の事業費（予定）

担当課名

体系
コード

事務事業の名称 内容
3ヶ年の事業費（予定）

担当課名

（単位：千円）
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２　公園・緑地

H26年度 H27年度 H28年度

4121
【地域の活性化】
愛宕山周辺整備事業

[通年型観光拠点施設]として，あたご天狗
の森スカイロッジの稼働率の向上を図ると
ともに愛宕山周辺地域全体の魅力を向上さ
せ集客を図る。

16,256 16,256 16,256 商工観光課

4121
【地域の活性化】
北山公園管理事業

市民や観光客が北山公園の自然環境に親し
みながら，観光レクリエーション及びス
ポーツ活動，健康増進に活用できるように
園内の維持管理を行う。

17,433 17,433 17,433 商工観光課

4122

【健康都市づくり】
【地域の活性化】
芸術の森公園北ゲート広
場及び歩道整備事業

観光拠点の機能強化を図るため，笠間芸術
の森公園北ゲート周辺の歩道景観とポケッ
トパークを整備する。
歩道景観整備工事　Ｌ＝100ｍ
ポケットパーク整備工事　Ａ＝300㎡

16,065 - - 都市計画課

３　河　川

H26年度 H27年度 H28年度

4132
【防災力向上】
笠間地区市街地浸水対策
事業

笠間地区市街地の浸水被害を防止するため
の整備を推進する。
佐白都市下水路整備工事　L=128ｍ
笠間地区排水整備工事　L=277ｍ

20,600 51,500 - 建設課

４　上水道

H26年度 H27年度 H28年度

4143
【防災力向上】
水道施設整備事業

笠間市水道事業基本計画・創設認可に基づ
き平成３０年度を目標に，浄水施設等の耐
震及び機能調査を行い更新・財政計画を策
定する。

30,000 - - 水道課

4143
【防災力向上】
石綿管更新事業(老朽管
更新事業)

石綿管（老朽管）更新及び耐震化を推進
し， 安全・安心な飲料水の提供を図る。
約10年計画(年間　1～2km目標)で更新
する。

80,000 80,000 80,000 水道課

4143 未納金対策業務

水道料金収入で事業を運営していることか
ら，財源の確保と利用者負担の公平性を確
保するため，納税相談や徴収業務を行い，
水道料金の滞納を解消する。

10,000 10,000 10,000 水道課

（単位：千円）

（単位：千円）

体系
コード

事務事業の名称 内容
3ヶ年の事業費（予定）

担当課名

体系
コード

事務事業の名称 内容
3ヶ年の事業費（予定）

担当課名

（単位：千円）

内容
3ヶ年の事業費（予定）

担当課名
体系

コード
事務事業の名称
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H26年度 H27年度 H28年度

4143 鉛製給水管解消事業
鉛製給水管に対する抜本的な対策として，
早期に調査・布施替を実施し，安全・安心
な水の安定供給を図る。

26,500 26,500 26,500 水道課

５　生活排水

H26年度 H27年度 H28年度

4151
（公共下水道）水洗化普
及促進事業

生活排水による公共用水域の水質汚濁防止
を啓発し，下水道整備区域内の接続工事の
促進を図る。

405 405 405 下水道課

4152 公共下水道整備事業
生活環境の向上及び公共用水域の水質保全
に資するため，公共下水道を整備する。 559,000 400,000 400,000 下水道課

4152
下水道長寿命化計画策定
事業

下水道施設の健全度に関する点検・調査結
果に基づき『長寿命化対策計画』を策定
し，ライフサイクルコストの最小化を図
る。

283,900 212,800 158,600 下水道課

4153 農業集落排水整備事業
農村地域における生活環境の向上及び公共
用水域の水質保全に資するため，農業集落
排水を整備する。

396,900 396,900 396,900 下水道課

4154 合併浄化槽整備事業

生活雑排水等による河川等の水質汚濁を防
止するため，高度処理型浄化槽の個人設置
者に対し補助制度の拡充を図る。
循環型社会形成推進交付金事業

56,724 56,724 56,724 下水道課

６　住　宅

H26年度 H27年度 H28年度

4162
【防災力向上】
建築物の耐震化促進事業

旧耐震基準（昭和56年5月31日以前の建
築基準法）の木造住宅について，申請によ
り木造住宅耐震診断士が耐震診断を行い，
木造住宅の耐震性能の確認や耐震化に対す
る意識の啓発を図る。

700 700 - 都市計画課

（単位：千円）

体系
コード

事務事業の名称 内容
3ヶ年の事業費（予定）

担当課名

担当課名事務事業の名称

体系
コード

事務事業の名称 内容
3ヶ年の事業費（予定）

担当課名

（単位：千円）

内容
3ヶ年の事業費（予定）体系

コード
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H26年度 H27年度 H28年度

4162
【地域の活性化】
空き家対策事業

人口減少等により増加する空き屋を活用
し，移住・二地域居住などの受入態勢を整
えるとともに，市民の生活環境の改善にも
寄与するため，空き家バンク制度を創設
し，定住希望者への支援を推進する。ま
た，空き屋利活用補助金制度を創設し，空
き屋の修繕費用及び購入費・家賃に対し補

5,971 2,400 2,400 まちづくり推進課

4162
【地域の活性化】
定住化対策

少子化・高齢化による人口減少を抑制する
ため，移住・二地域居住などの受入態勢を
整え，笠間への定住化促進のＰＲ実施と空
家の利活用を進めるため，空家バンクを創
設し，利活用者への支援などを進める。

144 144 144 まちづくり推進課

4162
【地域の活性化】
笠間の家再生事業

日本を代表する「建築家：伊東豊雄」設計
の「笠間の家(陶芸家：里中英人邸)」を地
域活性化を図るための拠点とし，アート
ギャラリーやカフェ及び貸工房の整備を行
い都市住民と市民及び市内作家の交流施設
とする。

4,000 4,000 4,000 まちづくり推進課

２　さまざまな不安や災害に強い安全なまちをつくります

１　防災

H26年度 H27年度 H28年度

4211
【防災力向上】
防災対策事業

だれもが安心・安全に暮らせるようにする
ため，災害に強い都市機能の整備強化に努
め，地域防災計画に基づき，防災体制を確
立する。また，総合防災訓練や非常用物資
の備蓄等を行い，災害に強いまちづくりを
強力に推進する。

5,000 5,000 5,000 総務課

4212
【防災力向上】
自主防災組織育成事業

大規模な災害発生時に「共助」の理念によ
る自主的な防災活動を促進するため，市民
一人ひとりが防災に関する正しい知識と行
動力を見につける地区説明会を行う。ま
た，防災訓練の実施や自主防災組織を結成
する地域の支援として補助金の交付を行
う。

1,000 1,000 1,000 総務課

4213

【防災力向上】
災害対策事業（茨城県防
災情報ネットワークシス
テムの更新）

災害時等における情報の収集・伝達を行
う，茨城県防災情報ネットワークシステム
の機器等の老朽化に伴い，機器等の更新を
行う。

80,000 - - 総務課

4213
【防災力向上】
災害対策事業（放射性物
質の検査）

福島第一原子力発電所事故による風評被害
を払拭し，食の安全を確保していくため，
放射性物質の検査を実施する。

289 289 289 総務課

（単位：千円）

体系
コード

事務事業の名称 内容
3ヶ年の事業費（予定）

担当課名

（単位：千円）

体系
コード

事務事業の名称 内容
3ヶ年の事業費（予定）

担当課名
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２　消防

H26年度 H27年度 H28年度

4221
【防災力向上】
茨城消防救急無線・指令
センター運営協議会事務

大規模災害に備え迅速かつ広域的な応援体
制を図るため，消防救急無線のアナログ方
式からデジタル方式へ移行する。

155,497 154,429 - 通信指令課

4221
【防災力向上】
車両・機械器具管理整備
事業

災害現場の多種多様化に伴い人命救助を最
優先に考慮し適切な救急救助装備等を確保
し，計画的な保守点検に努める。

8,822 8,822 8,822 警防課

4221
【防災力向上】
防火水槽整備事業

火災発生時，延焼拡大の軽減を図るため，
防火水槽を設置し消防水利の不足地域の解
消とともに，防火水槽の効率的な運用を図
る。

35,000 35,000 35,000 警防課

4221
【防災力向上】
消火栓整備事業

火災発生時，延焼拡大の軽減を図るため，
消火栓を設置し消防水利の不足地域を解消
する。

2,400 2,400 2,400 警防課

4221
【防災力向上】
防火委員会事務事業

幼年消防クラブによる活動を通して，幼年
期に防火・防災に関する教育を行う。ま
た，婦人防火クラブにより，主婦層の観点
から地域において，火災予防の普及啓発を
行う。

517 517 517 警防課

4221
【防災力向上】
消防応援協・受援計画等
事務事業

広域的な災害，大規模な災害発生に備える
ため，関係機関との協力応援体制を整え
る。また災害時の迅速な対応，及び円滑な
行動を可能とするため，各種訓練を実施す
る。

40 40 40 警防課

4221
【防災力向上】
非常備消防車両等更新事
業

　
災害時における迅速かつ効率的な運用と機
動力の向上を図るため，老朽化した消防団
のポンプ車等を更新及び整備する。

2,260 2,260 18,240 総務課

4221
【防災力向上】
啓発広報事業

防火対象物，危険物施設等の調査を行い，
広報誌やホームページを利用し広く防火意
識の啓発を図る。

- - - 予防課

（単位：千円）

体系
コード

事務事業の名称 内容
3ヶ年の事業費（予定）

担当課名
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H26年度 H27年度 H28年度

4222
【防災力向上】
民間救急ボランティア育
成・啓発事業

市の救命率の向上を目的として，応急手当
普及員の育成・指導を行うとともに，資格
取得者に民間救急ボランティア（KHS）
に登録を依頼し，救命講習会等で活動を推
進する。

193 193 193 警防課

4222
【防災力向上】
応急手当普及啓発事務事
業

住民の救命率の向上を目指し，バイスタン
ダー（その場に居合わせた者）としての応
急手当の重要性について普通救命講習会等
を通じて市民に理解と応急手当の習熟を目
指す。

380 380 380 警防課

３　防　犯

H26年度 H27年度 H28年度

4232
【地域の活性化】
民間交番設置整備事業

地域の防犯活動を推進するため，民間交番
を設置し，防犯連絡員や防犯ボランティア
と警察や行政が連携した防犯パトロール等
の活動を展開する。

2,568 2,568 2,568 市民活動課

4232
【健康都市づくり】
【地域の活性化】
防犯活動推進事業

地域の防犯活動の普及・推進を図るため，
防犯連絡員を中心に，防犯パトロールや児
童の見守りなどを実施する。

2,167 2,167 2,167 市民活動課

4233 防犯施設整備事業

駅前駐輪場の自転車盗難や駅前の犯罪発生
を未然に防止するため、防犯灯や防犯カメ
ラを設置し，市民の安全と安心を確保す
る。

65,842 15,842 15,842 市民活動課

３　自然環境にやさしい循環型社会をつくります

１　環境保全・公害防止

H26年度 H27年度 H28年度

4311
【健康都市づくり】
環境基本計画推進事業

市民・事業者・市の連携により地域の豊か
な自然を後世に継承し，快適で住みよい環
境づくりを推進するため，環境基本計画に
基づく自然再生事業エコオフィス推進事業
などを実施する。

523 523 523 環境保全課

4311
【健康都市づくり】
自然エネルギー活用助成
事業

環境負荷の少ない資源・エネルギーの有効
利用を図り，環境にやさしいまちづくりを
推進するため，住宅用太陽光発電システム
及び住宅用エコキュート設置者に費用の一
部を助成する。

50,200 50,200 - 環境保全課

（単位：千円）

体系
コード

事務事業の名称 内容
3ヶ年の事業費（予定）

担当課名

（単位：千円）

体系
コード

事務事業の名称 内容
3ヶ年の事業費（予定）

担当課名

（単位：千円）

体系
コード

事務事業の名称 内容
3ヶ年の事業費（予定）

担当課名
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H26年度 H27年度 H28年度

4312
【健康都市づくり】
【地域の活性化】
空き家等の適正管理事業

生活環境の保全と安心・安全なまちづくり
のために，管理不全な状態の空き家への行
政指導を行い，老朽し危険な空き家の解体
に対し補助金を交付する。

3,000 3,000 3,000 環境保全課

第５章　人が輝き、豊かな文化を創造・発信するまちづくり 〔教育・文化〕

１　次代を担う子どもを育みます

１　幼児教育

H26年度 H27年度 H28年度

5111
【新規】
認定子ども園整備事業

公立保育所の老朽化及び公立幼稚園の定員
割れに対応するため，公立の保育所及び幼
稚園を幼保連携型認定こども園の整備予定
している。

47,588 624,093 426,319 子ども福祉課

5113
【地域の活性化】
地域との交流事業

幼稚園児がボランティアグループによる絵
本の読み聞かせ等の地域の方との触れ合い
を通して，豊かな心や社会性を育み、地域
の方々に保育活動への協力を図り，幼稚園
に対する理解を得る。

- - -
稲田幼稚園
笠間幼稚園

２　学校教育

H26年度 H27年度 H28年度

5121 ALT事業

市内２１の小中学校に英語指導助手を派遣
し，国際交流の進展を図り，語学に関する
情報提供や英語授業のアシスタントを行
う。

43,145 43,145 43,145 学務課

5121 学力向上支援事業

一人ひとりに確かな学力を身に付けさせる
ため，授業支援講師を各校に配置し，複数
教員が役割を分担，協力して授業を展開し
学力向上を図る。

46,609 46,609 46,609 学務課

5124
【防災力向上】
小学校施設環境改善事業

笠間市公立学校施設整備事業計画に基づ
き，学校施設の耐震化や老朽改修を実施す
る。

229,320 209,475 - 学務課

（単位：千円）

体系
コード

事務事業の名称 内容
3ヶ年の事業費（予定）

担当課名

（単位：千円）

体系
コード

事務事業の名称 内容
3ヶ年の事業費（予定）

担当課名

（単位：千円）

体系
コード

事務事業の名称 内容
3ヶ年の事業費（予定）

担当課名
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H26年度 H27年度 H28年度

5124
【防災力向上】
中学校施設環境改善事業

笠間市公立学校施設整備事業計画に基づ
き，学校施設の耐震化及び老朽改修を実施
する。

220,500 - - 学務課

5124 学校適正配置事業

笠間市立小中学校適正配置実施計画に基づ
き，平成２７年４月１日の学校統合を円滑
に行うため，統合準備委員会において必要
な事項について協議を行うとともに，学校
統合の準備作業を進める。

3,000 - - 学務課

２　だれもが自ら学び，能力を発揮できる環境をつくります

１　生涯学習

H26年度 H27年度 H28年度

5211
【健康都市づくり】
【地域の活性化】
花によるまちづくり事業

花壇づくりを通した地域のコミニュティ再
生と環境美化を目的として，希望団体へ花
苗を配布する。また，「笠間市花壇コン
クール」を実施し，優秀団体の表彰・事例
発表・講習会なども行ない，更なるまちづ
くり事業を推進する。

952 952 952 生涯学習課

5211
【健康都市づくり】
定期・短期講座開設事業

市民に様々な学習機会を提供し，知識の向
上，健康増進など生活文化の振興を図るた
め，趣味，教養，運動等多岐にわたる講座
を企画し実施する。

833
970

1,009

833
970

1,009

833
970

1,009

笠間公民館
友部公民館
岩間公民館

5211
【地域の活性化】
子ども読書活動推進事業

子どもたちが「言葉を学び，感性を磨き，
表現力を高め，創造力を豊かなものにし，
人生を深く生きる力を身につける」ため，
様々な機会と場所で自主的に読書活動が行
えるようその環境を整備し，各種の事業を
実施する。

400
498
243

400
498
243

400
498
243

笠間図書館
友部図書館
岩間図書館

5212
【地域の活性化】
笠間市岩間体験学習館
（分校）管理運営事業

　昭和５７年まで学校として使用された岩
間体験学習館「分校」を、武蔵野美術大学
のサークル「アトリエちびくろ」の共催に
よる宿泊体験事業「図工教室」の活動拠点
として，また生涯学習施設として利用促進
する。

745 745 745 生涯学習課

（単位：千円）

体系
コード

事務事業の名称 内容
3ヶ年の事業費（予定）

担当課名

（単位：千円）

体系
コード

事務事業の名称 内容
3ヶ年の事業費（予定）

担当課名
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H26年度 H27年度 H28年度

5212
【健康都市づくり】
図書館サービス事業

市民の生活に必要な様々な資料や情報を収
集して提供し，情報を発信するとともに，
各種講座やギャラリーなどを利用した学習
機会を提供して，市民の教養・調査研究・
レクリエーション等に資する。

22,200
24,419
10,166

22,200
24,419
10,166

22,200
25,259
10,586

笠間図書館
友部図書館
岩間図書館

5213 寺子屋事業

学校休業日（土曜日）に公民館を活用し，
小学校５・６年生を対象に，参加者の学力
向上と学習意欲の向上を目的として実施す
る。

3,218 3,218 3,218 生涯学習課

２　スポーツ・レクリエーション

H26年度 H27年度 H28年度

5221
【健康都市づくり】
各種スポーツ教室開催事
業

市民がスポーツに親しむ機会を提供し，ス
ポーツの振興を図るため，各種スポーツ教
室を実施するとともに，B＆G財団が行う
水泳大会やJGTOが行うスナックゴルフ
大会の支援を行う。

135 135 135 スポーツ振興課

5223
【健康都市づくり】
かさま陶芸の里ハーフマ
ラソン大会事業

市民の体力向上と健康増進や市のイメージ
アップを図るため，市内外から多くの市民
ランナーを募集し，マラソン大会を行う。
平成２５年度から公認コースによる公認競
技会としてハーフマラソンを実施する。

7,685 7,685 7,685 スポーツ振興課

5223
【健康都市づくり】
県下中学校交歓笠間市駅
伝大会事業

東京オリンピックの開催を記念して始まっ
た中学生対象の伝統ある駅伝大会を開催
し，中学生の健全育成と競技力向上を図
る。

1,343 1,343 1,343 スポーツ振興課

5225
【新規】
【健康都市づくり】
笠間市武道館整備事業

笠間武道館は，築３２年で老朽化している
ことや，中学校学習指導要領が変わり，平
成２４年度から武道が必修科目となったこ
とから施設の整備拡充を図る。

- 2,943 20,000 スポーツ振興課

３　個性と創造性豊かな笠間の文化を広げていきます

１　文化財

H26年度 H27年度 H28年度

5311 笠間城保存整備調査事業

市指定文化財である天守曲輪や本丸跡のほ
か，下屋敷なども含めた広範囲の調査を行
い，近世城，中世城，寺院郡跡の全容を明
らかにして地域全体の保存を図る。

10,000 10,000 10,000 生涯学習課

（単位：千円）

体系
コード

事務事業の名称 内容
3ヶ年の事業費（予定）

担当課名

（単位：千円）

体系
コード

事務事業の名称 内容
3ヶ年の事業費（予定）

担当課名

（単位：千円）

体系
コード

事務事業の名称 内容
3ヶ年の事業費（予定）

担当課名
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H26年度 H27年度 H28年度

5312
【地域の活性化】
資料館運営事業

歴史民俗資料館等の管理運営を行い，資
料・民俗資料等の収集，保存，活用により
市民の歴史研究の一助とするとともに貴重
な資料を将来に向けて継承していく。

2,738 2,738 2,738 生涯学習課

２　芸術・文化

H26年度 H27年度 H28年度

5321
【地域の活性化】
全国こども陶芸展推進事
業

陶芸を通して子ども達の豊かな感性を養
い，自由な想像力を発揮する場の提供と同
時に「陶芸の里かさま」を全国に発信す
る。

6,345 6,345 6,345 生涯学習課

5322
【地域の活性化】
かさま国際音楽アカデ
ミー事業

世界最高峰の講師陣による質の高いレッス
ンをヴァイオリンとピアノの２クラスで
10日間にわたり開催し，世界に羽ばたく
若手音楽家を育てるとともに，関連プログ
ラムを通して地域のイメージアップと音楽
文化の振興を図る。

3,516 3,516 3,516 生涯学習課

5322
【健康都市づくり】
高齢者芸術鑑賞事業

芸術を身近に感じ触れることにより，心豊
かな環境づくりをするため，65歳以上の
高齢者を対象に芸術文化の鑑賞機会を提供
(日動美術館，春風萬里荘入場無料）する
とともに，地域資源の活用を推進する。

1,200 1,200 1,200 生涯学習課

３　国際化

H26年度 H27年度 H28年度

5331
【地域の活性化】
青年海外派遣事業

国際感覚・国際理解の精神を養い，ふるさ
と笠間で社会貢献する人材を育成するた
め，市の青年を海外に派遣し，体験学習や
現地青年との交流を含めた事業を実施す
る。

1,500 1,500 1,500 市民活動課

第６章　人と地域，絆を大切にした元気なまちづくり 〔自治・協働〕

２　地域の大切さを知り、協働による地域づくりを進めます

１　市民協働

H26年度 H27年度 H28年度

6211

【健康都市づくり】
【地域の活性化】
地域交流センター整備事
業

地域性や公共施設等の課題など地域の実情
を踏まえた複合的な機能を持つ地域交流セ
ンターを友部地区，岩間地区に各1施設整
備する。

14,200 351,020 263,849 市民活動課

（単位：千円）

体系
コード

事務事業の名称 内容
3ヶ年の事業費（予定）

担当課名

（単位：千円）

体系
コード

事務事業の名称 内容
3ヶ年の事業費（予定）

担当課名

（単位：千円）

体系
コード

事務事業の名称 内容
3ヶ年の事業費（予定）

担当課名

（単位：千円）

体系
コード

事務事業の名称 内容
3ヶ年の事業費（予定）

担当課名
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H26年度 H27年度 H28年度

6211

【健康都市づくり】
【防災力向上】
【地域の活性化】
協働のまちづくり推進事
業

「笠間市協働のまちづくり推進指針」に基
づく市民と行政の連携と協働によるまちづ
くりを推進するため，市民と職員合同の講
演会や市への提言ワークショップ等を開催
する。

136 136 136 市民活動課

6212

【健康都市づくり】
【防災力向上】
【地域の活性化】
地域ポイント制度事業

協働のまちづくりの推進と地域の活性化を
図るため，市民活動に対して新たな価値を
付加し，流通させる地域ポイント制度によ
り，参加機会や新たな人材を掘り起こし，
継続的な市民活動への支援，活動のやりが
いや楽しみなどを創出する。

4,000 4,000 4,500 市民活動課

6213
【地域の活性化】
市民活動助成事業

地域の特性を活かし市民活動の活性化を図
るため，市民自らが，まちづくりの主体と
して活動していくために必要な経費に対し
助成する。

2,045 2,045 2,045 市民活動課

6213
【地域の活性化】
大好きかさまネットワー
カー活動推進事業

青少年・福祉・環境・生活など様々な分野
での活動を団体・企業・行政が手を繋いで
支えあい，やさしさとふれあいのある茨城
を創っていく「大好きいばらき県民運動」
を推進する。

10 10 10 市民活動課

２　地域コミュニティ

H26年度 H27年度 H28年度

6222

【健康都市づくり】
【防災力向上】
【地域の活性化】
コミュニティ助成事業

地域コミュニティの自主的な活動を推進す
るため，（財）自治総合センターの助成事
業を活用し，行政区や自治会のコミュニ
ティ活動に必要な備品の整備と集会所（コ
ミュニティーセンター）の整備を行う。

17,500 17,500 17,500 市民活動課

6222
【地域の活性化】
地域集会所建設（増改
築）事業

地域コミュニティの自主的な活動を推進す
るため，自治活動の拠点となる地域集会所
の新築や既設の集会所を修繕する経費の一
部を補助する。

1,200 1,200 1,200 市民活動課

３　自治を育み、創造的な行財政運営を推進します

１　広報･広聴

H26年度 H27年度 H28年度

6312

【健康都市づくり】
【防災力向上】
【地域の活性化】
広報紙発行事業

市民と行政が互いに情報を共有し，協働の
まちづくりを推進するため，広報紙を発行
し，行政情報や生活情報などのさまざまな
情報を市民にわかりやすくかつ迅速に提供
する。

7,423 7,423 7,423 秘書課

（単位：千円）

内容
3ヶ年の事業費（予定）

担当課名

（単位：千円）

内容
3ヶ年の事業費（予定）

体系
コード

事務事業の名称

担当課名

体系
コード

事務事業の名称

体系
コード

事務事業の名称

（単位：千円）

内容
3ヶ年の事業費（予定）

担当課名
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H26年度 H27年度 H28年度

6312

【健康都市づくり】
【防災力向上】
【地域の活性化】
ホームページ作成・更新
事業

行政情報や市の魅力・観光情報，さらには
防災情報など様々な情報を市内外に発信す
るため，見やすくわかりやすいホームペー
ジを作成し，情報を提供する。

2,122 2,122 2,122 秘書課

6312 パブリシティ事業
市の施策や事業，催事など様々な情報を多
様な媒体を活用して発信するため，多くの
メディアへ情報提供を行う。

400 400 400 秘書課

6313

【健康都市づくり】
【防災力向上】
【地域の活性化】
広聴業務

市民の意見・提案を的確に把握し，市政に
反映するため，市政懇談会や電子メール・
意見箱等を活用し，市民の意見・提案の収
集を行う。

55 55 55 秘書課

２　行政運営

H26年度 H27年度 H28年度

6321
総合計画（実施計画）策
定及び進行管理事業

行政の目標や方針を示し計画的なまちづく
りを推進するため，総合計画に市の将来像
を定め，それに基づく中・短期の計画を策
定し，その進行管理を行う。

18 2,000 10,000 企画政策課

6321 行政改革推進事業

効率的で効果的な行政運営の確立に向け
て，行財政の改革を全庁的に推進するた
め，第二次笠間市行財政改革大綱に基づい
た実施計画（平成23年～平成28年）の進
行管理を行う。

145 145 145 行政経営課

6321 行政評価事業

事務事業の総点検を実施し，課題の抽出や
市民が真に求めているサービスへの行財政
資源の重点化を図るため，成果志向への転
換，効率的で良質なサービスの提供を目的
とした行政評価を実施する。

1,095 1,095 1,095 行政経営課

6323 職員研修事業

これまでの行政運営を見直し，スピード
感・創意工夫・分かりやすさの追求といっ
た行政改革の視点に立った行政運営に資す
るため，職員の意識改革と資質向上を目的
とした職員研修を実施する。

4,573 4,573 4,573 秘書課

担当課名
体系

コード
事務事業の名称

内容
3ヶ年の事業費（予定）

担当課名

（単位：千円）

内容
3ヶ年の事業費（予定）

体系
コード

事務事業の名称

（単位：千円）
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３　財政運営

H26年度 H27年度 H28年度

6331 市債発行管理事務

単年度収入では賄いきれない公共施設等の
整備の財源のために，市債の発行は必要で
あるが，過度の将来負担にならないように
管理していく。

- - - 財政課

6332 収納事務

税負担の公平性を確保するため、適切な対
応により自主納付を促進するとともに、納
税に誠意がない者に対しては、税負担の公
平性を確保するため、法に基づき財産調査
のうえ差押等、市税等徴収率の向上を図
る。

19,000 18,000 18,000 総務課

6333 教育委員会庁舎整備事業

東日本大震災での被災後，本庁舎隣接地に
設置した仮庁舎を，本庁舎との連続性，市
民の利便性，将来的な土地利用を考慮し，
本庁舎南側に庁舎を建設し，教育委員会を
整備する。

432,600 - - 総務課

（単位：千円）

体系
コード

事務事業の名称 内容
3ヶ年の事業費（予定）

担当課名
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〔参考資料〕体系コード
政策 小政策 施策 小施策 コード

１　計画的な土地利用の推進 1111
２　公有地の有効活用 1112
１　広域交流拠点づくりの推進 1121
２　地区生活拠点づくりの推進 1122
３　安全で快適な市街地・集落地の形成 1123
１　広域交通体系の整備 1211
２　生活を支える幹線道路の整備 1212
３　安全で快適な道路環境の整備 1213
１　公共交通ネットワークの構築 1221
２　公共交通の維持確保 1222
３　公共交通の利用促進 1223
１　良好な景観形成 1311
２　自然景観の保全 1312
３　田園景観の充実 1313
４　都市景観の創造 1314
１　多様な観光魅力の創出 2111
２　情報発信の強化 2112
３　観光振興と交流の担い手づくり 2113
４　おもてなしの心の醸成と充実 2114
５　広域連携による魅力づくり 2115
６　農商工観連携による魅力度向上 2116
１　経営の安定化推進 2121
２　地場産業製品の利用促進 2122
３　各種ＰＲの拡充 2123
４　地場産品のブランド力の向上 2124
１　安定した農林業の推進 2211
２　自然と共生による農林業の展開 2212
３　健康増進の生産・生活環境づくり 2213
４　耕作放棄地の抑制・解消 2214
１　都市農村交流の活性化の推進 2221
２　都市農村交流施設の更なる充実 2222
３　都市農村交流の推進 2223
１　既存商店街の活性化 2311
２　市街地活性化と空洞化対策 2312
３　他産業及び関連団体等との連携 2313
４　経営の安定化 2314
５　ご当地グルメ・笠間いなり寿司の推進 2315
１　新たな産業拠点の形成 2321
２　企業誘致の推進 2322
３　地域に根ざした工業の振興 2323
１　雇用の創出 2331
２　インターンシップの推進 2332
３　新卒者・正規雇用の推進 2333
４　多様な就業形態の促進 2334
１　保育内容の充実 3111
２　育児支援対策の充実 3112
３　児童の健全育成 3113
４　ひとり親家庭等への支援 3114
５　母子保健の充実 3115
１　少子化に対する意識の高揚 3121
２　少子化対策推進体制の強化 3122
３　地域で支えあう子育て支援の確保 3123
４　子どもと親の健康の確保 3124
５　次世代の親となる心豊かな子どもの育成 3125
６　安心・安全な子育て環境の整備 3126

３　共に支えあい，
健やかに暮らせる

まちづくり
〔健康・福祉〕

２　工　業

３　雇用・労働環境

１　安心して子どもを
生み育てることができ
る環境をつくります

１　子ども・子育て支援

２　少子化対策

１　美しい景観の保全・整備

２　多彩な交流で
飛躍する

活力ある産業の
まちづくり
〔産　業〕

１　笠間を体感できる
観光・産業を振興しま
す

２　豊かな恵みを実感
できる農林業を振興し
ます

１　観　光

２　地場産業

１　農林業

２　グリーンツーリズム

３　交通条件を生かし
た，豊かさを育む商工
業を振興します

１　商　業

１　土地利用

２　拠点づくりと市街地整備

１　幹線道路

２　公共交通

１　広域交流基盤を
生かした新時代の

まちづくり
〔土地利用・都市基盤〕

１　交流と地域の力を
高める土地利用を進め
ます

２　多彩な交流･連携
を支えるネットワーク
を形成します

３　風土に根ざした美
しい景観を育み、継承
していきます

49



政策 小政策 施策 小施策 コード

１　健康意識の高揚 3211
２　健康づくりの推進 3212
３　予防対策の推進 3213
４　医療体制の充実 3214
１　医療福祉費支給制度の充実 3221
２　国民健康保険の安定運営 3222
３　後期高齢者医療制度の適正な運営 3223
４　国民年金制度の普及・啓発 3224
１　住民参加による地域福祉の推進 3311
２　地域福祉サービス・活動の充実 3312
３　健康と生きがいづくりの推進 3313
１　支えあい安心できる生活の推進 3321
２　生きがいに満ちた生活の推進 3322
３　元気あふれる生活の推進 3323
４　充実した介護を受けられる生活の確保 3324
１　障害福祉サービスの充実 3331
２　総合的な自立及び社会参加の支援 3332
１　生活道路網の整備 4111
２　交通バリアフリーの推進 4112
３　地域に応じた道づくり 4113
１　自然公園の保全・活用 4121
２　都市公園等の整備 4122
３　緑のまちづくりを支える体制づくり 4123
１　河川改修の促進 4131
２　雨水排水対策の推進 4132
３　水質の保全と水辺環境の美化 4133
４　親水空間の整備 4134
１　水道事業の統合 4141
２　水資源の確保 4142
３　水の安定供給 4143
１　生活排水対策の見直し 4151
２　公共下水道事業の推進 4152
３　農業集落排水施設の整備と利用促進 4153
４　合併処理浄化槽の普及促進 4154
１　公営住宅の有効活用 4161
２　快適な住環境の形成 4162
１　斎場の運営管理 4171
２　墓地の適正管理 4172
１　地域防災計画の見直し 4211
２　防災意識の高揚 4212
３　防災体制の整備 4213
１　消防体制の充実 4221
２　救急救助体制の充実 4222
１　防犯意識の高揚 4231
２　防犯活動の強化 4232
３　防犯施設の整備 4233
１　交通安全意識の高揚 4241
２　交通安全活動の推進 4242
３　交通安全施設の整備 4243
１　啓発活動の充実 4251
２　相談事業の充実 4252
３　消費者団体の育成・支援 4253
４　販売商品表示の適正化 4254

３　共に支えあい，
健やかに暮らせる

まちづくり
〔健康・福祉〕

３　河　川

２　公園・緑地

１　生活道路

４　自然と共生した
安全で

やさしさのある
まちづくり
〔生活環境〕

４　上水道

１　地域福祉

２　高齢者福祉

３　障害者福祉

７　斎場・墓地

６　住　宅

５　生活排水

４　交通安全

３　防　犯

２　消防

１　防災

１　だれにもやさし
く、潤いのある生活環
境を整えます

２　さまざまな不安や
災害に強い安全なまち
をつくります

５　消費者行政

２　日々の健康を支え
る安心な保健・医療の
体制を整えます

３　支えあい、心がか
よう福祉環境をつくり
ます

１　保健・医療

２　社会保障
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政策 小政策 施策 小施策 コード
１　自然環境の保全 4311
２　生活環境の保全 4312
３　環境保全活動の推進 4313
１　ごみ処理体制の強化 4321
２　循環型社会の推進 4322
３　不法投棄の防止 4323
１　幼児教育・保育体制の整備 5111
２　豊かな体験活動の充実 5112
３　保護者・地域との連携 5113
４　幼稚園施設の充実 5114
１　確かな学力の育成 5121
２　心の教育の充実 5122
３　信頼される学校づくり 5123
４　学校施設の充実 5124
１　家庭や地域の教育力の強化 5131
２　青少年団体の充実・支援 5132
３　推進体制の充実 5133
１　学習情報及び学習機会の提供 5211
２　施設・設備等の活用と充実 5212
３　推進体制の充実 5213
１　生涯スポーツの推進 5221
２　地域スポーツ活動の推進 5222
３　競技スポーツの振興 5223
４　推進・指導体制の充実 5224
５　施設の整備・充実 5225
１　文化財の保護と活用 5311
２　資料館等の整備・充実 5312
３　埋蔵文化財保護体制の確立 5313
１　芸術・文化資源の活用体制の強化 5321
２　芸術・文化事業の推進 5322
３　市民文化活動の支援 5323
１　国際化に対応した事業の推進 5331
２　国際交流事業の推進 5332
１　人権施策推進基本計画の策定 6111
２　人権意識の高揚・啓発 6112
３　人権相談体制の充実 6113
１　男女共同参画基本計画の策定 6121
２　男女共同参画意識の醸成 6122
３　男女共同参画の環境整備 6123
１　協働のまちづくりの推進体制の強化 6211
２　市民参加機会の拡充 6212
３　市民活動・ＮＰＯ活動の促進 6213
１　コミュニティ活動の活性化 6221
２　コミュニティ施設の整備・充実 6222
１　情報公開の総合的な推進 6311
２　広報活動の充実 6312
３　広聴活動の充実 6313
１　行政マネジメントシステムの確立 6321
２　組織機構の適正化 6322
３　職員の意識改革と資質の向上 6323
４　行政事務の効率化・高度化の促進 6324
５　電子自治体の推進 6325
１　計画的な財政運営 6331
２　財源の確保 6332
３　保有資産の有効活用及び適正管理 6333
１　広域連携事業の推進 6341
２　広域行政の研究 6342

４　自然と共生した
安全で

やさしさのある
まちづくり
〔生活環境〕

３　自然環境にやさし
い循環型社会をつくり
ます

１　環境保全・公害防止

２　廃棄物対策

４　広域行政

５　人が輝き、
豊かな文化を
創造・発信する
まちづくり

〔教育・文化〕

１　次代を担う子ども
を育みます

２　だれもが自ら学
び，能力を発揮できる
環境をつくります

３　個性と創造性豊か
な笠間の文化を広げて
いきます

１　幼児教育

２　学校教育

３　青少年育成

１　生涯学習

２　スポーツ・
      レクリエーション

２　地域コミュニティ

１　広報･広聴

２　行政運営

３　財政運営

６　人と地域，
絆を大切にした

元気な
まちづくり

 〔自治・協働〕

１　一人ひとりが尊重
しあう心を育みます

２　地域の大切さを知
り、協働による地域づ
くりを進めます

３　自治を育み、創造
的な行財政運営を推進
します

１　人権尊重

２　男女共同参画社会

１　市民協働

１　文化財

２　芸術・文化

３　国際化

51



 

8 平成 26 年度重点施策 
     

平成 26 年度重点施策については、後期基本計画の重点視点（テーマ）ひとつで

ある｢健康都市かさま｣の実現を目指すため、引き続き｢健康都市かさまの推進｣を掲

げ、さらなる展開を図っていきます。 

また、新たに、｢市街地活性化の推進｣を掲げ、様々な分野における取組を展開し，

後期基本計画の重点視点（テーマ）のひとつである｢地域の活性化｣の実現を目指し

ます。 

以上を平成 26 年度重点施策として掲げ，予算編成方針へとつなげていきます。 

 

 
 
本市では、世界保健機関（ＷＨＯ）が提唱する「健康都市」の理念を踏まえ、市民

と行政が一体となって、「健康都市かさま」の構築を目指すことを宣言しました。こ

れは県内で初めてとなるものであり、今後の動向が注目されるところでもあります。

また、「健康都市かさま」の構築は、後期基本計画期間における重点化を図っていく

視点のひとつであり、その実現に向けた分野横断の一体的な取り組みを実践していく

必要があります。 

市民の健康水準と生活の質の向上を図るため保健・医療、食、運動の｢人の健康づ

くり｣と都市基盤、芸術・文化などの｢生活を支える環境づくり｣を一体的に進めてい

きます。そのため様々な分野の活動を推進しながら、それらの連携による相乗効果を

得る仕組みを作り、市民と行政が一体となって｢健康都市かさま｣の実現に向けた取組

を展開します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活を支える環境づくり 

 福祉 

 芸術 

文化 

 教育 

 自治

協働

 都市基盤 

 防災 

防犯 
 生活環境 

 産業 

人の健康づくり 

（保健・医療） 

（ 食・運動 ） 

生活を支える環境づくり 

○安全な環境をつくる。 

○癒しの環境をつくる。 

○人と地域をつくる。 

人の健康づくり 

○食を含めた各個人の健康をつくる。 

【推進イメージ】 

○「健康都市かさま」宣言のもと 

新たな取組の創出と既存の取組の着実な推進 

○「市民総ぐるみ運動」の展開 

市民の健康水準と生活の質の向上を図るため｢人
の健康づくり｣と｢生活を支える環境づくり｣を柱
に、市民と行政が一体となって｢健康都市かさま｣
の実現に向けた取組を展開します。 

※笠間市健康づくり計画（平成 24 年 3 月）参照

【継続】｢健康都市かさま｣の推進 
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市街地の活性化に向けて、駅利用者及び市民の利便性向上・駅空間のイメージ向上・未

利用公有地の有効活用を目的とした｢駅周辺の活性化｣と震災からの復興のシンボルとして

観光交流拠点の賑わい創出を目的とした｢笠間稲荷周辺の活性化｣を柱に、それぞれの整備

計画をより具体的にしながら、核となる施設を最大限に活用していきます。 

 
・駅利用者及び市民の利便性向上 

・駅空間のイメージ向上 

・未利用公有地の有効活用 

・空店舗利活用 

・地域産業の活性化 

・地元雇用の創出 

・交流人口の増加 

・地域ブランドの確立 

・地域経済循環の確立 など 

笠間市駅周辺の活性化 

【官】自治体の役割 
・地元のニーズの把握 

・コーディネート 

・関係者との調整 

・起業,事業化支援 など 

【新規】｢市街地活性化｣の推進 

【産】企業の役割 
・マーケティング 

・事業化 

・起業 など 

【学】大学の役割 
・若い人材力 

・ノウハウの提供 

・データベース化 

・理論化 など 

【民】市民の役割 
・計画検討への参加 

・地域活動への参加 

・外部人材の受入 など 

 
稲田駅は、明治 31 年に稲田石の運搬のため、鍋島彦七郎(なべしま・ひこしちろう)さんらが地元の協力を得

て、貨物駅として開業しました。以降、石材業組合事務所が設置されるなど石材産業の中心となっています。
今後は、改築された稲田駅舎の隣接地に、移築した石の百年館を活用しながら、｢歴史文化と調和した生活空

間の創出｣、｢稲田石などの地域資源を生かした地域活性化｣、｢観光客と地域住民との交流｣などの視点をもって
計画を進めいきます。 

稲田駅周辺整備計画 

 
岩間駅は友部駅同様、駅前広場・橋上駅舎・自由通路の整備が完了し、現在は、駅東大通り線延伸部の整備

が進められています。一方で、駅西地区は、空き店舗が目立ち商店街の賑わいが薄れつつあります。 
 今後は、健康増進機能を備えた地域交流センターやイベント広場などの拠点整備を進めるとともに、岩間駅
周辺と愛宕山をつなぐルートを軸とした｢駅利用者や周辺住民の利便性向上｣｢観光客と地域の共用空間の創出｣
などの視点をもって計画を進めていきます。 

岩間駅周辺整備計画 

 
友部駅は、駅前広場・橋上駅舎･自由通路、県道杉崎友部線などの整備を進めてきましたが、その周辺は、空

き店舗などが多く、特に北口は商業施設もなく駅舎だけが際立っている状況にあります。 
今後は、地域交流センターや市立病院などの整備を進めながら、｢多くの世代が行き交う賑わいの創出｣、｢市

民福祉(医療･福祉･子育て)の増進｣、｢駅利用者および地域住民の利便性向上｣という視点をもって計画を進めて
いきます。 

友部駅周辺整備計画 

事業実施により期待される直接・外部効果

※｢笠間市駅周辺整備活性化プラン｣参照 

【推進イメージ】 

□産学民官連携による 

       地域活性化の推進 

協働 

新たな取組(事業)の創出 

地域の活性化

笠間稲荷周辺の活性化 

 
明治時代に建造され地域のシンボル的な建造物である旧井筒屋旅館の有効活用を図りながら、笠間稲荷門前

通りの道路景観整備や｢日動美術館｣、｢大石邸跡｣、｢竹の小径｣など周辺に点在する観光施設等を含めた回遊性
の向上を目指していきます。 

笠間稲荷周辺整備計画
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「健康都市かさま」宣言 
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